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国
民
政
府
期
中
国
に
お
け
る
貨
幣
統
合
政
策
と
小
額
貨
幣

岡　

崎　

清　

宜

﹇
Ⅰ
﹈　

は
じ
め
に

近
代
中
国
の
貨
幣
史
と
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ド
ル
、
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
、

日
本
の
貿
易
銀
、
宋
銭
・
寛
永
通
宝
な
ど
の
貨
幣
が
国
籍
を
問
わ
ず
に

流
通
し
て
い
た
、
東
ア
ジ
ア
の
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
通
貨
体
制

か
ら
の
離
脱
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

そ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
政
府
に
よ
る
貨
幣
発
行
権
の
掌
握
に
対
す

る
苦
闘
の
歴
史
、
で
も
あ
っ
た
。
南
京
国
民
政
府
（
以
下
、
国
民
政
府
）

は
、
国
民
国
家
建
設
と
国
民
経
済
の
形
成
を
課
題
に
し
て
い
た
。
満
州

事
変
以
降
、
日
本
の
侵
略
に
苛
ま
れ
な
が
ら
、
剿
共
戦
遂
行
、
四
川
の

「
中
央
化
」、
両
広
事
変
の
鎮
定
な
ど
、
国
内
の
統
一
を
お
こ
な
い
、
不

平
等
条
約
の
改
正
に
力
を
い
れ
、
関
税
自
主
権
の
回
復
を
か
ち
と
る
。

も
ち
ろ
ん
、
経
済
面
で
も
、
釐
金
の
廃
止
、
国
税
と
地
方
税
の
区
分
な

ど
、
財
政
近
代
化
を
す
す
め
、
国
防
の
た
め
の
重
工
業
育
成
や
農
村
経

済
の
振
興
な
ど
、
積
極
的
な
経
済
開
発
を
お
こ
な
っ
た
。

な
か
で
も
国
民
政
府
の
通
貨
改
革
は
、
抗
戦
建
国
の
礎
を
築
い
た
も

の
と
し
て
名
高
い）

1
（

。
旧
来
、
中
国
で
は
、
前
述
以
外
に
も
、
銀
地
金
や

紙
幣
、
銅
元
や
制
銭
、
布
貨
・
竹
貨
な
ど
の
ク
ー
ポ
ン
、
商
会
・
商
人
・

銭
荘
発
行
の
手
形
・
小
切
手
な
ど
も
貨
幣
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
国

民
政
府
は
、
近
代
的
通
貨
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
力
を
入
れ
、
一
九
三
三

年
四
月
に
廃
両
改
元
、
一
九
三
五
年
一
一
月
に
は
幣
制
改
革
を
断
行
す

る
。
幣
制
改
革
は
、
法
幣
の
導
入
、
す
な
わ
ち
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移

行
を
意
味
し
た
。
旧
来
の
多
彩
か
つ
重
層
的
な
貨
幣
流
通
は
解
消
に
む

か
う
。
現
代
中
国
の 

「
一
国
一
通
貨
」
の
先
駆
け
、
と
い
っ
て
い
い
。

た
だ
、
実
際
に
ど
こ
ま
で
雑
多
な
貨
幣
が
消
滅
し
た
の
か
が
解
明
さ
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れ
た
か
と
い
え
ば
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。
た
と
え
ば
輔
幣
、
す
な

わ
ち
補
助
貨
幣
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
本
位
貨
幣
の
銀
元
や
補
助
銀
貨

で
あ
る
銀
角
は
、
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
、
法
幣
で
回
収
・
置
換
さ
れ

た
。
な
ら
ば
、
未
回
収
の
小
額
面
の
貨
幣
、
い
わ
ゆ
る
小
額
貨
幣
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
管
理
通
貨
制
度
の
下
、
法
貨
で
あ
る
法
幣
の

機
能
を
助
け
る
、
補
助
貨
幣
は
ど
の
よ
う
に
供
給
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ

ま
で
の
幣
制
改
革
の
研
究
は
、
政
府
中
央
レ
ベ
ル
の
制
度
史
的
視
角
が

ほ
と
ん
ど
で
、
本
位
貨
幣
の
銀
元
を
法
幣
に
お
き
か
え
る
過
程
の
解
明

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
貨
幣
流
通
を
具
体
的
に
検
討
し
た
も
の
は
少
な

い）
2
（

。
幣
制
改
革
は
、
銀
国
有
化
で
も
あ
っ
た
た
め
、
同
時
代
的
関
心
は

極
め
て
高
か
っ
た
。
補
助
貨
幣
に
つ
い
て
も
さ
か
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い

る）
3
（

。
宮
下
忠
雄
・
岩
武
照
彦
の
先
行
研
究
で
も
、
省
銀
行
発
行
の
輔
幣

券
（
一
元
以
下
の
小
額
銀
行
券
）
に
対
し
て
、
国
民
政
府
が
統
制
を
強

化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た）

4
（

。
た
だ
、
従
来
の
小
額
貨
幣
が
実
際
の

所
、
ど
う
な
っ
た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
制
度

レ
ベ
ル
の
説
明
の
枠
を
こ
え
て
い
な
い
。
幣
制
改
革
以
降
、
小
額
貨
幣

は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
補
助
貨
幣
は
ど
の
よ
う
に

供
給
さ
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
法
幣
と
小
額
貨
幣
は
、
ど
の
よ
う
な
関

係
に
お
か
れ
、
新
し
い
補
助
貨
幣
の
登
場
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
小
額
貨

幣
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
た
の
か
。
こ
れ
ら
は
、
お
よ
そ
基
本
的

な
事
柄
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
関
心
が
向
け
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
九
三
五
年
一
一
月
の
幣
制
改
革
に
お
い

て
、
銀
本
位
制
か
ら
管
理
通
貨
制
度
に
移
行
す
る
過
程
の
な
か
で
、
法

幣
の
対
極
に
お
か
れ
た
小
額
面
貨
幣
、
な
か
で
も
補
助
貨
幣
に
つ
い

て
、
国
民
政
府
が
ど
の
よ
う
に
供
給
し
、
管
理
し
よ
う
と
し
た
の
か
を

あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
課
題
を
お
く
。
制
限
法
貨
の
補
助
貨
幣
は
、

法
貨
で
あ
る
法
幣
と
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
た
の

か
。
本
稿
は
、
国
民
政
府
に
よ
る
通
貨
管
理
の
分
析
を
と
お
し
て
、
国

民
政
府
が
ど
の
よ
う
に
中
国
社
会
を
包
摂
・
管
理
し
よ
う
と
し
た
の
か

を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

﹇
Ⅱ
﹈　 

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
小
額
貨
幣

流
通
と
銀
銅
相
場
の
推
移

伝
統
中
国
の
貨
幣
は
、
な
が
ら
く
秤
量
貨
幣
の
銀
両
と
制
銭
で
あ
っ

た
。
カ
ル
ロ
ス
・
ド
ル
や
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
も
、
馬
蹄
銀
同
様
、
秤
で

重
さ
を
は
か
り
、
純
分
を
鑑
定
し
て
流
通
さ
せ
た
。
西
洋
式
コ
イ
ン
の

中
国
で
の
生
産
は
、
一
八
九
〇
年
（
光
緒
一
六
年
）、
両
広
総
督
張
之

洞
に
よ
る
銀
元
鋳
造
を
嚆
矢
と
す
る
。
広
東
造
幣
廠
は
、
小
額
銀
貨
で
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あ
る
銀
角
の
鋳
造
も
は
じ
め
た
。
ほ
ぼ
、
銀
純
分
9
割
あ
る
銀
元
に
対

し
て
、
本
来
、
補
助
貨
幣
で
あ
る
た
め
、
銀
角
の
純
分
は
7
割
し
か
な

い
。
シ
ニ
ョ
リ
ッ
ジ
（
鋳
造
差
益
）
を
手
に
す
べ
く
、
各
省
は
き
そ
っ

て
鋳
造
し
た
。
こ
う
な
れ
ば
相
場
が
建
つ
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本

来
、
銀
角
は
一
〇
進
法
で
銀
元
と
結
び
つ
く
は
ず
だ
が
、
一
元
＝
一
〇

角
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
西
洋
式
コ
イ
ン
の
銅
元
は
、

一
九
〇
〇
年
、
広
東
で
鋳
造
が
は
じ
ま
っ
た
。
銅
価
の
世
界
的
高
騰
に

よ
っ
て
、
溶
解
さ
れ
る
制
銭
が
続
出
し
、
商
取
引
に
支
障
を
き
た
し
た

か
ら
で
あ
る
。
銅
元
は
、
銀
一
元
＝
一
〇
〇
枚
、
す
な
わ
ち
一
分
と
さ

れ
た
が
、
鋳
造
当
初
は
一
〇
〇
枚
以
下
の
値
が
つ
く
ほ
ど
好
評
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
杭
州
や
南
京
、
武
昌
な
ど
一
二
省
一
六
ヶ
所
に
造
幣

廠
が
建
て
ら
れ
た
。
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
毎
年
一
四
〜
二
八
億
枚
の
銅

元
が
生
産
さ
れ
た
、
と
い
う）

5
（

。

こ
こ
で
、
貨
幣
関
連
の
基
本
的
法
規
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
国
民

政
府
は
、
袁
世
凱
銀
元
か
ら
孫
文
銀
元
に
本
位
貨
幣
を
か
え
た
も
の

の
、
一
九
一
四
年
の
国
幣
条
例
を
ひ
き
つ
い
だ
。
一
九
三
三
年
三
月
の

銀
本
位
幣
鋳
造
條
例
で
も
、
財
政
部
の
定
め
た
一
定
の
期
間
、
孫
文
銀

元
以
外
の
銀
元
も
、
孫
文
銀
元
同
様
、
行
使
が
認
め
ら
れ
た
。
銀
行
券

は
代
用
品
に
す
ぎ
な
い
。
中
央
銀
行
発
行
の
兌
換
券
で
さ
え
、
法
貨
の

地
位
に
は
な
い
。
最
高
法
院
は
、
強
制
通
用
力
を
も
つ
か
否
か
を
「
不

換
性
の
有
無
」
で
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
補
助
貨
幣
は
、
補
助

銀
貨
、
銅
元
、
制
銭
な
ど
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
補
助
銀
貨
と
銅
元
は
、

法
律
上
、
通
用
を
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
制
銭
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
制
銭
を
使
う
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
。
た
だ
し
銅
元
建
債
務
は
、

た
と
え
本
位
幣
で
あ
る
銀
元
と
の
交
換
レ
ー
ト
に
変
動
が
あ
っ
て
も
、

銅
元
で
の
返
済
が
認
め
ら
れ
た
。
割
増
返
済
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
が
、
制
銭
建
の
場
合
、
返
済
時
の
銀
元
と
制
銭
の
レ
ー
ト

を
ふ
ま
え
、
割
増
返
済
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う）

6
（

。

国
民
政
府
期
の
中
国
で
は
、
ど
の
よ
う
な
小
額
貨
幣
が
流
通
し
て
い

た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
行
論
上
の
煩
瑣
を
さ
け
る
た
め
、
分
布
を
要
約

す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
全
国
的
調
査
に
よ

れ
ば
、
一
角
や
二
角
の
銀
貨
は
、
広
東
・
広
西
・
貴
州
・
福
建
・
浙

江
・
江
蘇
・
安
徽
か
ら
四
川
・
湖
南
南
部
、
す
な
わ
ち
東
南
沿
海
部
か

ら
西
南
に
か
け
て
流
通
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い）

7
（

。
北
京
や
天
津
、
陝
西

で
も
流
通
し
て
い
た
が
数
は
少
な
い
。
湖
北
・
江
西
・
山
西
・
山
東
で

は
、
小
額
銀
貨
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
長
江
中
流
か
ら
北
部
で

は
小
額
銀
貨
は
あ
ま
り
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他

方
、
銅
元
は
多
種
多
様
で
全
国
的
で
あ
っ
た
。
当
二
十
と
よ
ば
れ
た

二
〇
文
銅
元
は
、
湖
北
・
湖
南
・
河
北
・
河
南
・
山
東
・
山
西
で
み
ら

れ
、
一
〇
文
銅
元
は
江
蘇
・
浙
江
・
安
徽
・
江
西
・
広
東
・
広
西
・
貴
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州
・
雲
南
な
ど
で
流
通
し
た
。
湖
北
・
湖
南
・
河
南
の
一
部
は
五
〇
文

銅
元
、
四
川
か
ら
湖
南
省
西
部
に
か
け
て
は
一
〇
〇
文
や
二
〇
〇
文
の

銅
元
が
主
流
を
占
め
た
。
こ
の
よ
う
な
分
布
か
ら
は
、
沿
海
部
で
は

一
〇
文
、
内
陸
部
か
ら
河
北
に
か
け
て
は
二
〇
文
、
2
つ
の
大
き
な
銅

元
流
通
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
2
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
へ

の
分
岐
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
二
〇
年
代
な
か
ば
ま
で
続
い
た
、
武
昌

造
幣
廠
の
二
〇
文
銅
元
の
大
量
鋳
造
に
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
湖

北
省
長
兼
督
軍
・
王
占
元
は
、
総
計
三
七
億
三
千
万
枚
以
上
、
最
盛
期

の
一
九
二
二
年
に
は
七
億
九
四
〇
〇
万
枚
も
鋳
造
さ
せ
た
の
で
あ
る）

8
（

。

な
お
、
一
〇
〇
文
や
二
〇
〇
文
の
高
額
面
銅
元
は
、
一
九
一
〇
〜
二
〇

年
代
、
四
川
軍
閥
に
よ
っ
て
、
既
存
の
銅
元
を
溶
解
し
て
再
鋳
造
さ
れ

て
い
た）

9
（

。
こ
う
し
た
額
面
と
銅
含
有
価
値
が
乖
離
し
た
低
質
銅
元
は
一

部
周
辺
に
流
出
し
た
も
の
の
、
中
国
全
体
で
は
拒
絶
さ
れ
、
さ
ほ
ど
広

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
一
九
三
〇
年
代
、
二
〇
〇
文
銅
元

は
、
甘
粛
で
も
流
通
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）

10
（

。

当
然
、
銀
元
と
銅
元
に
は
、
相
場
が
建
つ
。
銀
価
と
銅
価
の
国
際
相

場
の
推
移
を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
て
お
き
た
い
。
図
1
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
銀
と
銅
の
相
場
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
銀
価
と
銅
価
は
、

第
一
次
大
戦
の
終
結
以
降
、
ど
ち
ら
も
下
落
ト
レ
ン
ド
に
あ
っ
た
が
、

微
妙
に
意
味
合
い
が
ち
が
う
。
ま
ず
銀
価
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま

≪出所≫商工省鉱山局『本邦鉱業ノ趨勢』各年度版
≪注≫　銅価は電気銅 1トン当たりのポンド、銀価は1オンス（31.1035g）当りのペンスの単位

図 1　ロンドン銀・銅相場の推移
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で
堅
調
な
値
動
き
を
続
け
た
も
の
の
、
一
九
二
九
年
か
ら
三
一
年
に
か

け
て
、
一
〇
ペ
ン
ス
台
ま
で
暴
落
す
る
。
い
わ
ゆ
る
世
界
恐
慌
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
だ
が
、
一
九
三
二
年
以
降
、
急
回
復
し
て
、
三
四
年
に
は

二
〇
ペ
ン
ス
台
を
回
復
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
白
銀
政
策
、
す
な
わ
ち
銀

価
の
吊
り
あ
げ
政
策
が
発
動
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
銅
価
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
急
落
以
降
、
六
〇
ポ
ン
ド
前
後
を
推
移
し
た

が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
八
〇
ポ
ン
ド
以
上
に
暴
騰
す
る
。
ア
メ
リ

カ
の
「
黄
金
の
二
〇
年
代
」
の
余
波
、
と
い
っ
て
よ
い
。
や
が
て
、

ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
式
相
場
の
崩
落
を
き
っ
か
け
と
し
た
世
界
大
恐
慌
に

と
も
な
い
、
銅
価
は
四
〇
ポ
ン
ド
を
割
り
こ
ん
で
し
ま
う
。
だ
が
、
こ

れ
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
銀
・
銅
の
値
動
き
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ

も
銀
本
位
国
に
お
け
る
価
格
変
動
で
は
な
い
。

図
2
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
銀
・
銅
相
場
か
ら
算
定
し
た
銀
一
元
あ
た
り

の
一
〇
文
銅
元
数
の
理
論
値
と
、
中
国
経
済
の
中
心
、
上
海
の
銀
銭
比

価
の
推
移
で
あ
る）

11
（

。
上
に
い
く
と
高
騰
、
下
に
い
く
と
低
落
に
す
れ
ば

わ
か
り
や
す
い
の
で
、
縦
軸
最
上
部
は
ゼ
ロ
に
し
た
。
銀
一
元
あ
た
り

の
銅
元
枚
数
が
小
さ
い
ほ
ど
銅
（
銅
元
）
高
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
実
の

銀
銭
レ
ー
ト
よ
り
も
理
論
値
の
方
が
高
い
場
合
、
名
目
価
値
（
一
〇

文
）
よ
り
も
含
有
金
属
の
価
値
が
高
い
。
い
く
ら
小
額
面
の
銅
貨
と
は

い
え
、
外
国
へ
の
輸
出
や
銅
器
の
原
料
に
す
る
た
め
、
溶
解
さ
れ
る
危

 
≪注≫　理論値算出法は尹景観「銅元走私問題」『国聞週報』第 14 巻 24 期、1937 年により、当 10 文は 1 枚 7g、
銅含有割合は 90％、銀 1元 23.493448g で計算。銀価・銅価（電気銅）は図 1
≪出所≫上海銀銭比価は「表 203　銀洋銭市―上海市」『中華民国統計提要』、682～689 頁。銀価・銅価は農商務省
（商工省）鉱山局『本邦鉱業ノ趨勢』各年度版。

図 2　国民政府期のロンドン銀銅相場から算出した理論価格と上海の銀銭比価（単位　枚数）
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ら
ま
ぬ
が
れ
、
世
界
恐
慌
の
到
来
が
お
く
れ
た
。
銅
価
は
、
輸
入
イ
ン

フ
レ
に
よ
っ
て
、
銀
銭
比
価
と
は
無
縁
に
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
一
九
三
一
年
九
月
以
降
、
そ
の
よ
う
な
環
境
は
、
満
州
事
変

と
イ
ギ
リ
ス
金
本
位
制
離
脱
、
ア
メ
リ
カ
の
銀
政
策
に
よ
っ
て
、
喪
失

す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
梗
概
を
記
し
て
お
き
た
い
。

﹇
Ⅲ
﹈　 

恐
慌
期
に
お
け
る
小
額
銅
貨
需
要
の
減
退

一
九
三
一
年
九
月
の
満
州
事
変
は
中
国
各
地
に
商
取
引
不
安
を
惹
起

し
た
。
銀
行
・
銭
荘
は
、
抵
当
貸
付
の
回
収
に
走
り
、
信
用
収
縮
と
物

価
下
落
を
引
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
九
月
の
イ
ギ
リ
ス
金
本
位

制
停
止
は
、
欧
米
各
国
の
追
随
と
為
替
レ
ー
ト
の
引
き
下
げ
競
争
を
ま

ね
き
、
景
気
回
復
へ
の
期
待
か
ら
、
銀
高
や
銅
高
を
も
た
ら
し
た
。
中

国
経
済
に
ト
ド
メ
を
刺
し
た
の
は
一
九
三
二
年
一
月
の
上
海
事
変
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
中
国
経
済
は
市
場
縮
小
と
輸
出
不
振
に
あ
え
い
だ
。
中

国
に
お
け
る
為
替
レ
ー
ト
下
落
と
世
界
的
な
銀
価
上
昇
は
、
銀
の
現
送

点
を
こ
え
、
銀
市
場
と
為
替
市
場
の
裁
定
取
引
に
よ
る
均
衡
の
回
復
、

す
な
わ
ち
銀
輸
出
を
促
し
て
、
銀
収
支
を
赤
字
に
転
落
さ
せ
た
。
農
産

物
価
格
の
下
落
は
、
農
民
購
買
力
の
急
減
を
ひ
き
お
こ
し
、
移
入
商
品

険
性
を
は
ら
む
。
低
い
場
合
、
名
目
以
下
の
金
属
価
値
し
か
な
い
。
こ

の
時
、
鋳
造
主
体
は
シ
ニ
ョ
リ
ッ
ジ
を
獲
得
で
き
る
の
で
、
市
中
に
銅

元
が
供
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
は
、
銅
は
貨
幣
外
需
要
が
大
き

く
、
現
送
や
鋳
造
、
収
集
の
コ
ス
ト
は
金
銀
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

雲
南
銅
な
ど
独
自
供
給
源
が
あ
る
上
、
小
額
銅
貨
に
は
各
地
固
有
の
需

給
関
係
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
銀
元
建
銅
相
場
を
算
定
し
て
確
認
す
る

こ
と
は
、
小
額
銅
貨
を
考
え
る
際
の
助
け
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

国
民
政
府
は
、
銅
元
を
鋳
造
し
て
、
市
中
に
供
給
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
図
2
は
こ
の
事
実
を
示
唆
し
て
い
る
。
銅
価
は
一
九
二
七
年

か
ら
三
一
年
に
か
け
6
割
ほ
ど
も
高
騰
し
た
。
一
九
二
九
年
以
降
、
世

界
経
済
は
大
恐
慌
の
到
来
で
苦
し
ん
だ
。
農
産
物
取
引
が
減
少
し
て
、

小
額
貨
幣
需
要
が
減
少
し
て
い
る
た
め
か
、
上
海
の
銅
元
レ
ー
ト
は
下

落
基
調
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
銅
の
理
論
値
は
上
昇
を
続
け
た
。

銀
銭
比
価
と
理
論
値
の
相
関
（
一
九
二
七
年
一
月
〜
一
九
三
一
年
六
月
）

は

－0.13

。
完
全
な
負
の
相
関
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
銭
価
と
理
論
値
が

乖
離
す
れ
ば
、
裁
定
機
会
の
利
用
、
す
な
わ
ち
外
国
へ
銅
（
元
）
を
輸

出
す
る
動
き
が
お
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
実
際
、
奸
商
は
さ
か
ん

に
密
輸
し
た）

12
（

。
一
見
、
奇
怪
に
感
じ
ら
れ
る
現
象
だ
が
、
銅
相
場
以
上

に
銀
相
場
が
暴
落
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
銀
使
用
国
の
中
国
は
、
銀

安
に
と
も
な
う
マ
イ
ル
ド
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
デ
フ
レ
か
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の
価
格
崩
落
と
販
売
不
振
を
も
た
ら
し
た
。
上
海
・
天
津
・
済
南
・
漢

口
な
ど
各
地
で
、
移
出
入
の
極
端
な
不
振
か
ら
、
商
店
の
廃
業
・
倒
産

が
頻
発
し
た）

13
（

。

図
1
と
図
2
を
ふ
た
た
び
確
認
し
よ
う
。
一
九
三
一
年
九
月
以
降
、

世
界
経
済
へ
の
楽
観
的
な
観
測
か
ら
、
銀
高
と
銅
高
へ
、
市
況
が
反
転

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
銀
建
の
銅
価
の
理
論
値
は
、
銀
価
の
上
昇

に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
下
落
し
て
し
ま
い
、
し
ば
し
ば
上
海
の
銀
銭
比

価
を
下
ま
わ
っ
た
。
銅
元
の
レ
ー
ト
は
、
農
産
物
取
引
の
低
迷
も
あ
っ

て
、
銀
一
元
＝
三
〇
〇
枚
（
三
〇
〇
〇
文
）
を
割
り
こ
ん
だ
。
銅
元

は
、
一
九
三
一
年
頃
と
比
べ
て
も
1
割
下
落
し
て
い
る）

14
（

。
こ
う
な
れ

ば
、
銅
の
密
輸
出
な
ど
お
き
よ
う
が
な
い
。
た
だ
し
、
銅
の
理
論
価
が

銅
元
レ
ー
ト
を
下
回
り
は
じ
め
た
と
は
い
え
、
大
き
な
価
格
差
が
生
ま

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
銅
元
レ
ー
ト
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
シ

ニ
ョ
リ
ッ
ジ
が
出
せ
な
い
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
小
額
面
の
銅
貨
を
鋳
造
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
、
国
民
政
府
に
あ
る
は
ず
も
な
い
。
実
際
、

一
九
三
三
年
三
月
一
日
、
幣
制
統
一
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
上
海
中
央

造
幣
廠
は
、
銅
元
レ
ー
ト
の
低
迷
も
あ
っ
て
、
三
五
年
一
一
月
の
幣
制

改
革
ま
で
、
ま
っ
た
く
銅
元
を
鋳
造
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

15
（

。

恐
慌
期
の
中
国
で
は
、
銀
銭
比
価
は
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の
か
。

図
3
を
見
て
ほ
し
い
。
恐
慌
期
中
国
に
お
け
る
、
各
都
市
の
銭
価
を
グ

ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
欠
け
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
一
瞥
す
る

に
は
問
題
は
あ
る
ま
い）

16
（

。
恐
慌
期
で
も
、
秋
か
ら
旧
暦
年
末
に
か
け
て

の
、
銅
元
レ
ー
ト
の
規
則
的
上
昇
に
変
化
は
な
い
が
、
銭
価
は
全
体
的

に
下
落
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
京
や
蕪
湖
・
九
江
と
い
っ
た
一
〇
文

銅
元
の
流
通
す
る
都
市
で
は
、
二
八
〇
〇
文
前
後
か
ら
三
三
〇
〇
〜

三
四
〇
〇
文
へ
、
上
海
と
同
様
、
下
落
し
て
い
っ
た
。
寧
波
で
は
銅
元

の
密
輸
入
が
相
つ
ぎ
、
銅
元
レ
ー
ト
は
二
八
二
〇
文
か
ら
三
四
〇
〇
文

に
下
落
し
た
と
い
う）

17
（

。
上
海
と
蕪
湖
・
南
京
の
相
関
係
数
は0.89

〜

0.94

と
極
め
て
高
い
が
、
上
海
と
九
江
で
は0.7856

と
や
や
低
い
。

な
お
九
江
に
は
二
〇
文
銅
元
の
相
場
も
建
っ
た
が
、
一
〇
文
銅
元
と

二
〇
文
銅
元
の
相
関
係
数
は0.119

に
す
ぎ
な
い
。
一
〇
文
銅
元
と

二
〇
文
銅
元
は
、
九
江
で
は
使
わ
れ
方
に
ち
が
い
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
さ
り
と
て
、
上
海
の
銀
銭
比
価
の
動
き
と
、
1
月
分
遅
ら
せ
た
九

江
の
一
〇
文
銅
元
の
値
動
き
を
計
算
す
る
と
、
相
関
係
数
は0.935

ま

で
上
昇
す
る
。
二
〇
文
銅
元
の
需
給
が
上
海
と
の
相
関
を
下
げ
る
の

か
。
長
江
の
水
運
の
関
係
か
ら
、
上
海
相
場
が
九
江
相
場
の
一
月
先
の

先
行
指
標
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ど
ち
ら
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

二
〇
文
銅
元
地
帯
で
は
、
北
平
・
漢
口
は
上
海
と
同
様
、
五
〇
〇
〇
〜

六
〇
〇
〇
文
（
二
〇
文
銅
元
二
五
〇
〜
三
〇
〇
枚
）
か
ら
下
落
し
た
こ
と

が
目
を
ひ
く
。
こ
れ
は
、
銀
建
銅
価
下
落
や
農
産
物
取
引
減
退
だ
け
が
原
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因
で
は
な
い
。
満
州
国
の
幣
制
改
革
は
、
銅
元
使
用
を
禁
止
し
た
の
で
、

満
州
国
か
ら
関
内
へ
続
々
と
流
入
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
楊
村
や
唐
山
で

は
、
五
八
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
文
ま
で
下
落
し
た
。
銅
元
下
落
に
よ
っ
て
、

銭
票
の
信
用
が
動
揺
。
銭
商
が
破
綻
し
て
銅
元
の
受
取
拒
否
す
る
所
も

あ
ら
わ
れ
た
、
と
い
う
。
湖
北
・
湖
南
・
江
蘇
・
安
徽
・
山
東
で
は

六
〇
〇
〇
文
ま
で
下
落
し
た
た
め
、
五
〇
〇
〇
文
前
後
の
天
津
ま
で
銅
元

を
は
こ
び
売
却
す
る
も
の
も
い
た
。
た
ま
り
か
ね
た
天
津
当
局
は
銅
元
の

移
入
制
限
を
か
け
た）

18
（

、
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
中
国
か
ら
制
銭

を
密
輸
し
て
銅
元
に
改
鋳
し
逆
輸
入
し
て
い
る
、
と
日
本
批
判
の
声
も
あ

が
っ
た
。
た
だ
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
は
、
河
北
の
順
義
・
徐
水
・
望

都
で
制
銭
が
ほ
ぼ
消
滅
し
、
山
東
の
臨
清
で
は
一
〇
文
銅
元
す
ら
あ
ま
り

流
通
し
て
い
な
い
。
日
本
人
の
活
動
が
さ
し
た
る
影
響
を
あ
た
え
た
は
ず

も
な
い
が
、
過
敏
な
反
応
は
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い）

19
（

。
長
江
中
流
の
長
沙

で
も
、
六
〇
〇
〇
文
か
ら
七
〇
〇
〇
文
へ
、
1
割
強
下
落
し
た
。
長
沙
と

漢
口
、
長
沙
と
上
海
の
相
関
は0.859

と0.8028

で
あ
っ
た
。
一
月
先
の

長
沙
相
場
と
の
相
関
は
い
っ
そ
う
高
く
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
上
海
よ
り
漢

口
の
方
が
高
い
。
な
お
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
載
せ
て
い
な
い
が
、
天
津
と

北
平
の
相
関
は0.917

、
天
津
と
漢
口
は0.9098

、
漢
口
と
北
平
は0.887

と
か
な
り
高
い
。
ま
た
一
〇
文
銅
元
を
使
う
上
海
と
漢
口
は0.892

と
高

い
が
、
上
海
と
北
平
は0.595

で
あ
る
。
天
津
と
上
海
の
相
関
が
緩
や
か

 
≪出所≫各月「各地利息及兌換行市表」『中央銀行月報』

図 3　世界恐慌期の中国における銀銭比価（単位　文）
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な
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
（0.6885

）。
な
お
、
上
海
相
場
と
1
月
ず
ら
し

た
漢
口
相
場
の
相
関
は0.914

と
い
っ
そ
う
高
く
な
る
。
上
海
の
ヒ
ン
タ
ー

ラ
ン
ド
の
漢
口
と
、
華
北
の
中
心
的
商
業
都
市
、
天
津
。
両
者
の
ち
が
い

が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
洛
陽
は
二
〇
〇
文
銅
元
建
の

た
め
レ
ー
ト
が
低
い
。
だ
が
、
洛
陽
と
上
海
は0.708

、
洛
陽
と
南
京
は

0.832

と
相
関
が
や
や
高
く
、
上
海
相
場
と
1
月
お
く
れ
の
洛
陽
相
場
は

0.8825

ま
で
上
昇
す
る
。
他
方
、
北
平
と
は0.4288

し
か
な
い
。
国
民

政
府
は
、
隴
海
鉄
道
の
西
延
や
輪
船
招
商
局
に
よ
る
陸
海
連
絡
運
輸
に

よ
っ
て
、
河
南
・
陝
西
を
上
海
と
直
結
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
が）

20
（

、
そ
の

表
れ
と
い
っ
て
よ
い
。

一
九
三
四
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
購
買
法
の
成
立
は
、
中

国
に
巨
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
リ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も

と
め
た
農
業
団
体
と
鉱
業
資
本
の
提
携
で
成
立
し
た
同
法
は
、
ア
メ
リ

カ
の
正
貨
準
備
に
し
め
る
銀
割
合
が
25
％
に
な
る
ま
で
、
市
中
か
ら
銀

を
買
い
あ
げ
る
よ
う
財
務
省
に
義
務
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
銀
政
策
の

発
動
は
、
世
界
最
大
の
銀
使
用
国
の
中
国
に
と
っ
て
、
為
替
レ
ー
ト
の

大
幅
な
上
昇
と
銀
の
大
量
国
外
流
出
を
も
た
ら
し
た）

21
（

。
上
海
金
融
市
場

は
、
一
九
三
四
年
第
2
四
半
期
に
は
六
億
元
近
い
銀
を
保
有
し
て
い
た

が
、
九
月
に
は
四
億
五
千
万
元
、
一
二
月
に
な
る
と
三
億
三
千
万
強
に

ま
で
減
少
し
た）

22
（

。
こ
う
な
る
と
、
中
国
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

一
九
三
四
年
九
月
、
国
民
政
府
は
、
外
国
為
替
の
管
理
強
化
に
の
り
だ

し
、
匯
豊
銀
行
に
か
わ
っ
て
、
中
央
銀
行
が
外
国
為
替
相
場
の
決
定
権

を
に
ぎ
っ
た
。
財
政
部
は
、
一
〇
月
、
銀
輸
出
平
衡
税
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
中
央
・
中
国
・
交
通
の
三
銀
行
に
外
匯
平
市
委
員
会
を
設
置

し
、
銀
流
出
防
止
と
外
国
為
替
統
制
の
強
化
を
は
か
っ
た）

23
（

。
だ
が
、
関

税
に
よ
っ
て
国
際
相
場
か
ら
国
内
相
場
を
切
断
す
れ
ば
、
中
国
を
銀
安

に
留
め
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
密
輸
を
誘
発
し
か
ね
な
い
。
銅
の

理
論
値
は
暴
落
し
、
銅
元
レ
ー
ト
を
下
回
っ
た
。
中
国
の
物
価
水
準

は
、
銀
暴
騰
と
国
外
流
出
に
と
も
な
い
、
急
速
に
下
落
し
て
い
く
。
こ

う
な
る
と
国
民
政
府
は
銅
元
鋳
造
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
上
海
金
融
市
場

で
は
、
一
九
三
四
年
の
第
4
四
半
期
以
降
、
銀
元
が
払
底
し
て
流
動
性

が
消
滅
し
、
租
界
の
不
動
産
証
券
を
担
保
に
し
て
も
、
だ
れ
も
貸
出
し

な
く
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
・
レ
ー
ト
は
年
利
2
割
を
こ
え
た
。

一
九
三
五
年
以
降
、
上
海
の
銀
行
・
銭
荘
は
信
用
恐
慌
の
連
続
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

だ
が
、
一
九
三
五
年
一
一
月
四
日
以
降
、
幣
制
改
革
の
実
施
に
よ
っ

て
、
小
額
貨
幣
を
め
ぐ
る
環
境
は
急
変
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
詳

し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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﹇
Ⅳ
﹈　

幣
制
改
革
の
断
行
と
小
額
貨
幣
の
高
騰

一
九
三
五
年
一
一
月
三
日
、
国
民
政
府
は
、
中
央
・
中
国
・
交
通
の

3
銀
行
の
銀
行
券
を
法
幣
と
す
る
、
幣
制
改
革
を
決
断
し
た
。
中
国
国

内
の
銀
貨
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
3
か
月
以
内
に
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
法
幣
一
元 

＝
14
．
5
ペ
ン
ス
、
法
幣
一
〇
〇
元
＝
29
ド
ル

75
セ
ン
ト
を
目
安
と
し
て
運
営
す
る
、
管
理
通
貨
制
度
へ
と
移
行
し
た

の
で
あ
る
。
一
一
月
四
日
の
午
後
五
時
、
孔
祥
煕
財
政
部
長
は
、
上
海

銭
業
公
会
の
緊
急
会
議
に
出
席
し
て
、
四
日
以
降
、
法
幣
一
元
＝
補
助

銀
貨
一
二
角
、
一
〇
文
銅
元
で
は
三
〇
〇
枚
（
＝
三
〇
〇
〇
文
）
と
さ

だ
め
、
増
減
さ
せ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
、
と
指
導
し
た）

24
（

。
一
一
月
一
五

日
、
国
民
政
府
の
財
政
部
は
、
一
〇
文
銅
元
の
流
通
す
る
地
区
と
上
海

銭
業
公
会
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
法
幣
一
元
＝
補
助
銀
貨
一
二
角
＝

三
〇
〇
〇
文
を
布
告
す
る）

25
（

。
中
国
経
済
は
、
外
国
為
替
と
法
幣
の
み
な

ら
ず
、
法
幣
と
補
助
貨
幣
を
固
定
さ
せ
て
、
マ
ク
ロ
経
済
管
理
を
お
こ

な
う
体
制
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
幣
制
改
革
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
小
額
貨
幣
に
お
よ
ぼ
し
た
の
か
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
元
の
為
替
レ
ー
ト
は
、
す
で
に
幣
制
改
革
の

実
施
直
前
に
急
落
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
図
4
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
一
九
三
五
年
一
〇
月
一
日
、
匯
豊
銀
行
に
よ
る
外
国
為
替
の
公
定
相

場
は
一
元
＝
18
ペ
ン
ス
25
だ
っ
た
が
、
一
〇
月
三
〇
日
に
は
14
ペ
ン
ス
75

と
大
幅
に
下
落
し
た
。
幣
制
改
革
が
近
く
断
行
さ
れ
る
は
ず
、
と
い
う

思
惑
売
り
が
お
き
た
か
ら
で
あ
る
。
一
〇
月
下
旬
に
は
、
外
国
為
替
の
近

物
と
先
物
の
価
格
差
は
、
金
融
逼
迫
に
よ
っ
て
、
年
利
35
％
に
近
い
ス
プ

レ
ッ
ド
が
生
じ
た）

26
（

。
為
替
レ
ー
ト
下
落
は
小
額
貨
幣
に
影
響
を
あ
た
え

な
い
は
ず
が
な
い
。
一
〇
月
下
旬
、
上
海
で
は
銀
一
元
＝
三
四
二
〇
文
＝

一
二
角
四
〇
〇
文
で
あ
っ
た
が
、
一
一
月
二
日
に
は
三
三
〇
〇
文
／
一
二

角
二
〇
〇
文
、
三
日
前
場
に
な
る
と
三
〇
〇
〇
文
／
一
二
角
七
〇
文
〜

八
〇
文
に
急
騰
し
た
の
で
あ
る
。
煙
兌
商
（
タ
バ
コ
小
売
兼
両
替
）
や
商

店
で
は
、
売
買
の
際
、
釣
銭
を
め
ぐ
り
騒
動
が
お
き
、
市
中
は
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
た
。
天
津
も
変
わ
ら
な
い
。
一
九
三
五
年
一
〇
月
、
天
津
で
は
、

一
元
＝
五
六
〇
枚
〜
七
〇
枚
か
ら
四
六
〇
枚
へ
と
、2
割
近
く
暴
騰
し
た
。

銀
行
は
兌
換
請
求
に
あ
い
、
政
府
高
官
筋
の
外
為
投
機
さ
え
さ
さ
や
か

れ
た
。
外
貨
請
求
が
殺
到
し
為
替
レ
ー
ト
が
下
落
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ

期
待
か
ら
銀
価
や
銅
価
の
上
昇
は
さ
け
よ
う
が
な
い
。
あ
る
経
済
専
門

家
に
よ
れ
ば
、
北
平
の
銅
元
価
格
が
あ
ま
り
上
昇
し
て
い
な
い
の
は
、
天

津
ほ
ど
に
は
外
国
人
や
奸
商
が
密
輸
・
買
占
・
退
蔵
に
走
っ
て
い
な
い
か

ら
、
と
い
う）

27
（

。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
、
国
民
政
府
中
央
の
一
片
の
令
達
に
小
額
貨
幣
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レ
ー
ト
を
左
右
す
る
力
が
あ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
物
価
水
準
は
、
元
の

下
落
に
と
も
な
い
調
整
さ
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
天
津
で
は
、
さ
っ
そ
く
、

物
価
上
昇
が
観
測
さ
れ
た）

28
（

。
な
に
よ
り
幣
制
改
革
は
、
銀
本
位
制
を
棄

て
紙
幣
政
策
を
採
る
と
に
ら
ん
だ
、
投
機
筋
の
予
測
が
的
中
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
。
し
か
も
、
国
民
政
府
は
恒
常
的
な
赤
字
財
政
で
あ
る
。

国
民
政
府
は
通
貨
増
発
に
走
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
袁
世
凱
は

兌
換
停
止
命
令
、
武
漢
国
民
政
府
は
現
銀
集
中
政
策
を
採
っ
て
紙
幣
を

濫
発
し
た
で
は
な
い
か 

―
― 

そ
う
法
幣
の
未
来
を
い
ぶ
か
る
も
の
が
い

て
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。
銅
元
相
場
の
上
昇
は
避
け
よ
う
が
な
い
。

は
た
せ
る
か
な
、
幣
制
改
革
後
の
上
海
は
、
一
元
＝
銅
元
二
八
〇
〇
〜

三
〇
〇
〇
文
と
、
公
定
レ
ー
ト
よ
り
高
値
で
推
移
し
た
。
銅
元
だ
け
で

は
な
い
。
銀
角
も
一
元
＝
一
〇
角
二
四
〇
文
〜
一
二
角
と
急
騰
し
た
の
で

あ
る）

29
（

。
外
匯
平
市
委
員
会
は
、
一
一
月
四
日
午
前
一
〇
時
、
幣
制
改
革
で

国
外
に
銀
が
流
出
す
る
こ
と
を
ふ
せ
ぐ
た
め
、
輸
出
平
衡
税
を
前
日
ま

で
の
6
．
75
％
か
ら
57
．
5
％
に
引
き
あ
げ
、
実
質
上
、
禁
輸
措
置
を

と
っ
た
。
平
衡
税
は
五
日
に
は
58
．
5
％
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た）

30
（

。
内
外
の

銀
価
は
人
為
的
に
切
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
元
銀
貨
や
輔
幣
一
二
角
分

に
含
ま
れ
る
銀
は
、
法
幣
一
元
よ
り
ず
っ
と
価
値
が
高
い
。
青
島
や
済
南

で
は
銀
元
一
〇
〇
枚
が
法
幣
一
四
〇
〜
五
〇
元
で
ひ
そ
か
に
取
引
さ
れ

た
。
無
錫
で
は
商
人
の
買
占
で
市
中
か
ら
小
額
銀
貨
が
消
え
た）

31
（

。
需
給

≪出所≫天津・上海の銀銭比価は『申報』『大公報』の月末相場。銅価は農商務省（商工省）鉱山局『本邦鉱業ノ
趨勢』各年度版。元・ポンド相場は『中華民国二十六年　全国銀行年鑑』中国銀行経済研究室、S145 頁、「二十六
年份之上海金融市場」『中行月刊』第 16 巻 1・2 期、1938 年、19 頁の中間値を採用

図 4　1934 年 10 月以降の銅の銀建理論価格と上海と天津の銀銭相場（単位　枚数）
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日
、
二
〇
文
銅
元
を
千
枚
以
上
を
携
帯
し
て
越
境
す
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
た
。
北
平
で
は
、
標
準
的
な
相
場
（
＝
五
〇
〇
〇
文
）
を
上
ま
わ
る

四
五
〇
〇
文
だ
っ
た
も
の
の
、
一
元
＝
四
六
〇
〇
文
の
公
定
レ
ー
ト
が

採
ら
れ
た
。
浙
江
で
も
持
出
制
限
が
か
け
ら
れ
た
。
青
島
で
は
一
元
＝

五
〇
〇
〇
文
（
五
〇
〇
枚
）
と
い
う
銅
元
相
場
を
公
定
し
た
も
の
の
、

五
四
〇
枚
か
ら
三
八
〇
枚
へ
と
急
騰
、
中
央
銀
行
が
八
〇
万
元
も
の
輔

幣
券
を
投
入
し
て
、
銭
価
の
沈
静
化
に
あ
た
っ
た
、
と
い
う）

35
（

。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
銅
元
相
場
は
、
長
江
中
流
域
や
隴
海
線

沿
線
な
ど
内
陸
で
も
上
昇
し
て
い
る
が
、
華
北
一
帯
や
沿
海
部
で
と
り

わ
け
緊
迫
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
銅
元
が
冀
東
密
輸
に
晒
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
一
〇
文
銅
元
地
帯
の
安
慶
や
蕪

湖
・
杭
州
の
よ
う
に
三
六
〇
〜
三
七
〇
枚
か
ら
三
〇
〇
枚
、
三
五
六
枚

か
ら
三
一
〇
枚
、
三
四
五
〇
文
か
ら
三
〇
〇
〇
文
へ
と
、
公
定
レ
ー
ト

に
サ
ヤ
寄
せ
す
る
動
き
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
幣
制
改
革
に

よ
っ
て
、
各
地
の
金
融
は
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て

い
た
と
は
い
え
、
長
江
下
流
で
も
無
錫
で
は
、
一
一
月
初
旬
の
3
日
間

で
、
三
二
六
〇
文
か
ら
二
四
二
〇
文
へ
と
未
曾
有
の
高
騰
を
み
せ
た
よ

う
に
、
一
〇
文
銅
元
の
地
域
で
も
、
決
し
て
公
定
レ
ー
ト
に
収
斂
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た）

36
（

。
こ
の
よ
う
な
小
額
貨
幣
の
不
足
下
で
は
、
ひ
と

ま
ず
頼
り
に
な
る
の
は
、
一
角
や
二
角
と
い
っ
た
輔
幣
券
や
、
銅
元
を

を
反
映
し
な
い
公
定
レ
ー
ト
に
従
え
ば
、
利
益
に
な
ら
ぬ
だ
け
で
な
く
、

損
を
被
り
か
ね
な
い
。
国
民
政
府
の
幣
制
改
革
は
、
銀
元
の
み
な
ら
ず
、

小
額
貨
幣
に
お
い
て
も
、
買
占
と
退
蔵
を
瀰
漫
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
上
海
以
外
の
小
額
貨
幣
の
動
向
に
目
を
と
め
た
い
。
漢
口
や

長
沙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
元
＝
六
二
二
〇
文
〜
六
五
五
〇
文
、

七
〇
〇
〇
文
前
後
で
推
移
し
て
い
た
も
の
の
、
幣
制
改
革
の
実
施
以

降
、
二
〇
文
銅
元
三
〇
〇
枚
＝
六
〇
〇
〇
文
に
公
定
さ
れ
た
。
漢
口
で

は
、
銅
元
の
欠
乏
と
銅
元
価
格
の
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
銅
元
の
禁
輸
措

置
さ
え
と
ら
れ
た
、
と
い
う）

32
（

。
華
北
で
も
同
様
で
あ
る
。
鄭
州
で
は
、

河
南
省
鋳
造
の
二
〇
〇
文
銅
元
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
が
、
幣
制
改
革
以

降
、
一
元
＝
八
一
〇
〇
〜
八
二
〇
〇
文
か
ら
七
一
〇
〇
文
台
に
急
騰
し

た
。
中
央
銀
行
は
、
輔
幣
券
散
布
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
ん
八
〇
〇
〇
文

ま
で
下
落
さ
せ
た
も
の
の
、
三
六
年
一
月
に
は
再
び
七
二
〇
〇
文
台
に

反
騰
し
て
い
る）

33
（

。
も
と
も
と
、
湖
北
・
河
南
・
江
蘇
北
部
・
安
徽
・
山

東
で
は
、
一
元
は
銅
元
六
〇
〇
枚
前
後
で
あ
っ
た
。
天
津
で
は
、
一
一

月
六
日
、
本
来
の
一
元
＝
銅
元
五
〇
〇
枚
の
標
準
的
相
場
か
ら
は
る
か

に
上
昇
し
て
四
〇
〇
枚
の
値
を
つ
け
て
、
一
一
月
中
旬
に
は
三
七
〇
枚

に
な
っ
た）

34
（

。
銅
元
の
上
昇
は
保
定
が
激
し
か
っ
た
。
た
っ
た
一
〇
日
ほ

ど
の
あ
い
だ
に
、
綿
花
の
買
付
需
要
も
あ
い
ま
っ
て
、
一
元
＝
五
六
〇

枚
か
ら
三
四
〇
枚
に
爆
騰
し
た
の
で
あ
る
。
北
平
で
は
、
一
一
月
一
四
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発
行
準
備
と
す
る
銅
元
票
の
増
刷
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

北
平
で
は
銭
業
公
会
が
三
行
に
要
請
を
お
こ
な
っ
た
。
農
村
部
に
あ
る

銀
元
を
購
入
す
る
た
め
銅
元
が
搬
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
銅
元
票
の
迅

速
な
発
行
を
お
こ
な
い
、
銭
価
を
鎮
静
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
。
安
徽
省

で
は
、
金
融
逼
迫
の
緩
和
の
た
め
、
省
政
府
に
よ
る
地
方
銀
行
創
設
が

建
議
さ
れ
た）

37
（

。
小
額
面
の
紙
幣
の
増
刷
要
請
が
で
て
く
る
こ
と
は
避
け

よ
う
が
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国
民
政
府
は
ど
の
よ
う
な
貨
幣
政
策
を
と
っ

て
い
く
の
か
。
次
に
、
国
民
政
府
の
補
助
貨
幣
供
給
の
あ
り
方
を
み
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

﹇
Ⅳ
﹈　

輔
幣
条
例
の
制
定
と
新
補
助
貨
幣
の
発
行

一
九
三
六
年
一
月
一
一
日
、
財
政
部
は
輔
幣
条
例
を
公
布
・
施
行
す
る
。

同
条
例
は
三
三
年
二
月
の
銀
本
位
幣
鋳
造
條
例
を
お
ぎ
な
う
も
の
と
さ

れ
た
。
新
補
助
貨
幣
は
中
央
造
幣
廠
が
鋳
造
し
て
中
央
銀
行
が
発
行
す

る
こ
と
。
一
〇
進
法
を
採
用
し
、
旧
来
の
銀
角
な
ど
は
一
定
期
間
内
に
回

収
す
る
こ
と
。
回
収
以
前
、
旧
来
の
銀
角
・
銅
元
は
レ
ー
ト
に
照
ら
し
て

の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
5
種
の
新
貨
幣
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ニ
ッ
ケ
ル
貨
3
つ
。
二
〇
分
が
6
グ
ラ
ム
、
一
〇
分
が
4
．
5
グ
ラ
ム
、

五
分
が
3
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
銅
貨
は
2
つ
。
一
分
は
6
．
5
グ
ラ
ム
、
半

分
は
3
．
5
グ
ラ
ム
と
さ
れ
、
銅
95
％
、
ス
ズ
・
亜
鉛
5
％
で
あ
っ
た
。

本
来
、
一
分
貨
と
し
て
鋳
造
さ
れ
、
幣
制
改
革
以
降
に
一
元
＝
三
〇
〇
枚

と
さ
れ
た
一
〇
文
銅
元
に
く
ら
べ
る
と
、
新
一
分
貨
は
、
銅
含
有
量
こ
そ

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
3
倍
の
価
値
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
ニ
ッ
ケ
ル

貨
（
二
〇
分
、
一
〇
分
、
五
分
）
は
二
〇
元
ま
で
、
一
分
・
半
分
銅
貨
は

五
元
ま
で
使
用
可
と
さ
れ
、
強
制
通
用
力
に
は
制
限
が
あ
っ
た）

38
（

。
新
補

助
貨
幣
は
、
銅
元
と
く
ら
べ
る
と
、
溶
解
や
変
造
が
難
し
か
っ
た
ら
し

い）
39
（

。
な
お
、
一
九
三
五
年
一
二
月
以
降
、
中
央
造
幣
廠
は
、
五
角
銀
貨
の

鋳
造
を
一
時
試
み
た
が
中
止
し
て
い
る）

40
（

。
結
局
、
銀
貨
は
補
助
貨
幣
の
世

界
か
ら
も
退
場
し
た
の
で
あ
る
。

国
民
政
府
は
、
輔
幣
条
例
に
も
と
づ
き
、
二
月
一
〇
日
、
新
補
助
貨

幣
の
発
行
を
開
始
す
る
。
中
央
造
幣
廠
は
昼
夜
な
く
鋳
造
に
あ
た
っ

た
。
中
央
造
幣
廠
は
、
毎
日
二
〇
時
間
稼
働
さ
せ
れ
ば
、
月
産

六
〇
〇
〇
万
枚
の
生
産
が
可
能
な
、
世
界
で
も
っ
と
も
効
率
の
よ
い
造

幣
局
の
1
つ
、
で
あ
っ
た
と
い
う
。
九
日
に
は
、
江
蘇
・
浙
江
・
安

徽
・
福
建
・
湖
北
・
江
西
な
ど
の
中
央
・
中
国
・
交
通
の
3
銀
行
の
支

店
に
運
ん
で
一
〇
日
か
ら
の
発
行
に
そ
な
え
た
。
新
貨
幣
投
入
は
、
旧

来
の
複
雑
な
貨
幣
体
系
を
い
っ
そ
う
悪
化
さ
せ
か
ね
な
い
。
そ
れ
で

も
、
二
月
一
〇
日
早
朝
、
中
央
・
中
国
・
交
通
各
銀
行
の
支
店
は
、
新
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補
助
貨
幣
へ
の
両
替
を
も
と
め
る
人
で
あ
ふ
れ
、
商
店
や
ト
ラ
ム
・
バ

ス
で
は
さ
っ
そ
く
使
わ
れ
た
。
旧
銅
元
と
新
補
助
貨
幣
の
レ
ー
ト
は
、

各
店
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
が
、
新
補
助
貨
幣
に
は
一
〇
進
法
で
法
幣
と
つ

な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
両
替
店
で
は
銅
元
3
枚
分
、
1
％
の
打
歩

が
つ
く
ほ
ど
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。
漢
口
で
は
2
万
元
が
運
び
こ
ま
れ

た
が
一
両
日
中
に
払
底
し
た
、
と
い
う）

41
（

。

こ
こ
で
新
補
助
貨
幣
の
鋳
造
動
向
を
お
さ
ら
い
し
て
お
き
た
い
。
図

5
は
輔
幣
条
例
後
の
中
央
造
幣
廠
の
鋳
造
数
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
国
民
政
府
は
、
何
を
ど
れ
く
ら
い
鋳
造
す
べ
き
か
、
ま
っ
た
く

見
通
し
が
な
く
手
探
り
の
状
態
だ
っ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
最
多
は
一
分
貨
、
に
変
化
は
な
い
。
だ
が
、
鋳
造
開
始
当
初
、
半

分
貨
や
五
分
・
一
〇
分
・
二
〇
分
ニ
ッ
ケ
ル
貨
は
激
し
く
増
減
し
て
い

る
。
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
旧
暦
年
末
を
過
ぎ
て

い
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
上
海
で
も
銭
価
は
三
〇
〇
〇
文
前
後
に

落
ち
つ
い
て
い
た
。
常
州
で
は
補
助
貨
幣
が
過
剰
視
す
ら
さ
れ
た
。
鋳

造
数
を
み
る
か
ぎ
り
、
半
分
・
五
分
貨
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
よ
う

だ
。
だ
が
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
ン
は
、
市
場
で
は
五
分
ニ
ッ
ケ
ル
貨

の
需
要
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
一
〇
分
・
二
〇
分
貨
が
必
要
、

と
考
え
た）

42
（

。
か
れ
は
、
中
央
造
幣
廠
審
査
委
員
や
国
民
政
府
顧
問
を
つ

と
め
、
財
政
金
融
政
策
に
影
響
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
で
あ
る
の

 
（出所）「中央造幣廠加工鋳幣」『大公報』1936年 2月15日。「造幣廠新輔幣統計」『申報』1936年 8月29日、「中央造幣
廠審査委員会議」同9月15日、「中央造幣廠審査会議」同10月9日・11月15日、「造幣廠新鋳廠條輔幣」同12月2日、
「造幣廠十二月份新鋳廠條輔幣」同1937年 1月6日、「中央造幣廠新鋳廠條輔幣」同2月2日・3月2日・4月2日、「中央
造幣廠昨開審査会議」同5月15日、「造幣廠五月份造幣報告」同6月2日、「造幣廠審査公 上月鋳幣数目」同7月2日。

図 5　1936 年 2 月～1937 年 6 月の中央造幣廠銅貨鋳造数（単位　万枚）
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か
、
一
〇
分
・
二
〇
分
の
鋳
造
数
が
増
加
し
て
い
る
。

な
に
よ
り
国
民
政
府
が
警
戒
し
て
い
た
の
は
、
地
方
政
権
支
配
下
の

省
銀
行
に
よ
る
、
輔
幣
券
・
銅
元
票
の
無
断
発
行
や
旧
造
幣
廠
の
再
稼

働
で
あ
っ
た
。
国
民
政
府
の
貨
幣
統
一
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
。

一
九
三
六
年
二
月
一
四
日
、
軍
事
委
員
会
は
中
国
農
民
銀
行
に
一
億
元

の
補
助
貨
幣
発
行
権
を
与
え
た
。
中
国
農
民
銀
行
は
三
行
未
接
収
の
省

銀
行
券
の
接
収
に
責
を
負
っ
た
の
で
あ
る）

43
（

。
新
輔
幣
が
登
場
す
る
以

上
、
各
銀
行
発
行
の
角
票
は
回
収
せ
よ
、
こ
う
請
願
す
る
商
会
も
現
れ

た
。
徐
州
の
平
市
官
銭
局
の
輔
幣
券
は
一
律
収
用
が
許
さ
れ
た
。
だ

が
、
北
平
の
中
国
農
工
銀
行
の
銅
元
票
は
、
銅
元
が
十
分
に
な
れ
ば
、

回
収
す
る
よ
う
命
令
が
出
た
。
湖
南
省
政
府
は
、
三
五
年
一
二
月
、
銅

元
欠
乏
か
ら
一
八
〇
万
串
（
＝
三
〇
万
元
）
の
銅
元
票
の
発
行
令
を
だ

し
、
小
額
貨
幣
不
足
に
対
応
し
た
。
だ
が
財
政
部
は
、
三
六
年
五
月
に

な
る
と
、
小
額
貨
幣
不
足
な
ら
ば
、
中
央
銀
行
と
協
議
し
て
新
補
助
貨

幣
を
流
通
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
、
銅
元
票
の
回
収
を
指
示
し
て
い
る）

44
（

。

ま
た
河
北
省
で
は
、
幣
制
改
革
以
降
、
銅
元
不
足
解
消
の
た
め
、
各
地

で
角
票
・
銅
元
票
の
発
行
が
許
可
な
く
お
こ
な
わ
れ
た
。
だ
が
、
河
北

省
銀
行
発
行
の
銅
元
票
二
〇
万
元
は
、
財
政
部
の
取
締
に
あ
い
、
ほ
か

に
も
私
票
・
土
票
の
回
収
・
焼
却
が
命
じ
ら
れ
て
い
る）

45
（

。
ま
し
て
や
、

冀
察
政
務
委
員
会
に
よ
る
天
津
造
幣
廠
の
再
稼
働
な
ど
、
認
め
ら
れ
る

は
ず
も
な
い
。
こ
こ
で
新
銅
貨
の
鋳
造
を
許
す
と
、
二
〇
文
銅
元
の
濫

鋳
の
よ
う
に
、
国
民
政
府
の
通
貨
政
策
に
危
害
が
加
え
ら
れ
か
ね
な

い
。
新
補
助
貨
幣
の
信
用
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
苦
心
も
破

綻
し
て
し
ま
う
。
む
ろ
ん
、
杭
州
・
武
昌
・
成
都
・
重
慶
・
長
沙
な
ど

の
旧
造
幣
廠
を
い
つ
ま
で
も
遊
ば
せ
て
お
く
訳
に
も
い
か
な
い
。
財
政

部
は
、
旧
造
幣
廠
を
中
央
造
幣
廠
へ
と
引
き
わ
た
さ
せ
る
た
め
、
造
幣

機
材
と
土
地
建
物
の
状
況
を
調
べ
報
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う

に
用
い
る
べ
き
か
起
草
す
る
よ
う
命
じ
た）

46
（

。
九
月
に
は
新
補
助
貨
幣

三
〇
万
元
の
鋳
造
を
お
こ
な
っ
た
天
津
造
幣
廠
の
廠
長
が
更
迭
さ
れ
、

一
〇
月
に
は
、
西
安
や
重
慶
の
造
幣
廠
分
廠
に
再
稼
働
準
備
を
命
じ
ら

れ
た
。
厳
格
な
管
理
下
に
補
助
貨
幣
を
お
く
べ
き
と
い
う
考
え
か
た

は
、
蒋
介
石
に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
譲
れ
な
い
ラ
イ
ン
だ
っ
た
の
で

あ
る）

47
（

。
だ
が
、
一
九
三
六
年
下
半
期
に
入
る
と
、
中
国
経
済
は
未
曾
有
の
好

況
に
突
入
し
て
い
く
。
銅
元
不
足
の
声
は
各
地
で
あ
が
っ
た
。
漢
口
で

は
、
三
六
年
三
月
以
降
も
、
新
ニ
ッ
ケ
ル
貨
・
銅
貨
・
輔
幣
券
の
需
要

が
「
甚
殷
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
か
っ
た
が
、
四
月
・
五
月
に
は
新
補

助
貨
発
行
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
も
ち
こ
ま
れ
た
輔
幣
六
万
も
た
ち
ま
ち

払
底
し
た
。
六
月
、
漢
口
の
銅
元
は
「
最
少
」
と
さ
れ
、
一
分
貨
が
巨

額
発
行
、
と
さ
れ
た
が）

48
（

、
実
際
は
二
〇
分
・
一
〇
分
が
各
二
〇
万
、五
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分
と
一
分
貨
が
各
八
〇
万
枚
で
あ
っ
た）

49
（

。
ど
う
み
て
も
チ
グ
ハ
グ
さ
は

否
め
な
い
。
国
民
政
府
は
、
中
央
・
中
国
・
交
通
・
中
国
農
民
の
4
銀

行
に
輔
幣
券
発
行
を
命
じ
、
事
態
の
収
拾
を
図
る
。
一
九
三
六
年
七
月

に
は
、
重
慶
・
成
都
で
は
各
二
〇
〇
万
元
、
漢
口
で
は
一
〇
〇
万
元
、

長
沙
・
宜
昌
で
各
五
〇
万
元
が
発
行
さ
れ
、
ほ
か
に
も
四
行
の
輔
幣
券

四
〇
〇
〜
五
〇
〇
万
元
が
投
入
さ
れ
た
、
と
い
う）

50
（

。
江
西
の
南
城
で
は
、

銅
元
が
稀
少
な
た
め
、
中
央
銀
行
が
銅
元
を
運
び
い
れ
沈
静
化
を
は

か
っ
た
も
の
の
、
吉
安
で
は
銅
元
の
退
蔵
が
報
告
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
、

銅
元
票
を
多
数
発
行
す
る
江
西
省
や
、
浙
江
の
南
潯
・
烏
県
な
ど
、
し

ば
し
ば
銭
価
が
公
定
レ
ー
ト
よ
り
安
い
所
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
だ
が
、

そ
う
な
る
と
、
今
度
は
他
所
へ
の
搬
出
や
退
蔵
が
お
き
て
し
ま
う）

51
（

。
図

4
を
見
て
ほ
し
い
。
銅
元
は
、
国
際
銅
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
名
目
値

よ
り
理
論
値
の
方
が
ず
っ
と
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
口
の

二
〇
文
銅
元
は
、
七
月
「
甚
感
缺
乏
」
と
さ
れ
、
中
央
銀
行
の
支
店
の

な
い
老
河
口
で
は
輔
幣
両
替
所
の
設
置
請
願
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
漢

口
も
九
月
に
は
両
替
所
設
置
を
要
請
す
る
ハ
メ
に
な
っ
た
。
山
東
の
徳

県
で
は
四
八
〇
枚
か
ら
四
〇
〇
枚
に
急
騰
。
沙
市
で
も
、
一
角
以
下
の

小
額
貨
幣
不
足
に
と
も
な
い
商
取
引
が
紛
糾
し
た
。
漢
口
で
は
、
一
一

月
、
農
村
一
帯
の
退
蔵
に
よ
っ
て
、
二
〇
文
銅
元
が
「
無
形
絶
跡
」
に

な
り
、
一
分
・
半
分
貨
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
新
補
助
貨
幣
は
、
中
央
銀
行
本
店
か
ら
満
足
な
供
給
が
な
い
。

各
県
鎮
か
ら
は
、
五
分
・
一
分
・
半
分
銅
貨
の
両
替
に
商
人
が
や
っ
て

く
る
。
結
局
の
所
、
新
し
く
登
場
し
た
高
額
ニ
ッ
ケ
ル
貨
は
用
途
に
と

ぼ
し
か
っ
た）

52
（

。
湖
南
・
湖
北
一
帯
は
、
小
額
貨
幣
の
需
要
が
と
り
わ
け

大
き
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
漢
口
に
お
け
る
新
補
助
貨
幣
の
発
行
金

額
は
、
一
九
三
六
年
末
に
な
っ
て
も
、
総
計
一
一
〇
万
元
に
と
ど
ま
っ

た）
53
（

。
国
民
政
府
の
予
測
は
完
全
に
外
れ
た
。
こ
う
な
れ
ば
、
あ
ら
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
Ⅴ
﹈　 

省
市
立
銀
行
輔
幣
券
の
容
認
と
鋳
造
体
制
の

再
編

安
徽
省
地
方
銀
行
は
、
一
九
三
六
年
八
月
、
銭
価
の
バ
ラ
ン
ス
を
も

ど
す
た
め
、
一
角
・
二
角
・
五
角
の
輔
幣
券
五
〇
〇
万
元
の
発
行
を
要

請
し
た
。
財
政
部
は
、
輔
幣
券
二
五
〇
万
元
の
発
行
を
認
可
し
、
一
〇

月
一
〇
日
、
発
券
が
は
じ
ま
る）

54
（

。
つ
い
で
財
政
部
は
、
一
〇
月
二
二

日
、
印
製
輔
幣
券
規
則
を
制
定
し
た
。
輔
幣
券
を
印
製
す
る
省
・
地
方

銀
行
は
、
発
行
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
・
種
類
・
数
量
・
注

文
日
・
製
造
日
ま
で
詳
細
を
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
財
政
部
の
認
可

を
え
る
ま
で
、
発
注
も
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
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一
二
月
、
財
政
部
は
、
江
蘇
省
農
民
銀
行
と
江
蘇
銀
行
に
輔
幣
券

三
〇
〇
万
元
の
共
同
発
行
を
許
可
し
、
翌
年
二
月
、
浙
江
地
方
銀
行
に

輔
幣
三
〇
〇
万
元
の
発
行
を
認
可
し
た
。
さ
し
も
の
国
民
政
府
も
、
市

中
金
融
の
救
済
の
た
め
、
省
・
市
銀
行
か
ら
輔
幣
券
発
行
の
認
可
要
請

が
あ
れ
ば
、
増
発
を
容
認
す
る
方
向
に
舵
を
き
っ
た
の
で
あ
る）

55
（

。

こ
う
な
る
と
、
新
補
助
貨
幣
の
鋳
造
体
制
も
手
直
し
す
る
し
か
な

い
。
中
央
造
幣
廠
は
一
九
三
六
年
九
月
に
は
五
分
貨
と
半
分
貨
の
鋳
造

を
や
め
た
。
一
分
銅
貨
は
、
月
産
三
〇
〇
〇
万
枚
を
こ
え
、
二
〇
分
と

一
〇
分
貨
を
停
止
し
た
一
二
月
に
は
四
六
〇
〇
万
枚
に
お
よ
ん
だ
。
一

分
銅
貨
専
鋳
体
制
の
確
立
、
と
い
っ
て
よ
い
。
年
末
か
ら
旧
正
月
に
か

け
て
は
、
小
額
貨
幣
の
需
要
が
高
ま
る
。
銭
荒
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
揚
州
は
、
三
七
年
一
月
、
他
所
か
ら
の
銅
元
移
入
で
二
八
〇
枚

か
ら
三
〇
〇
枚
に
下
落
し
た
が
、
こ
れ
は
例
外
に
す
ぎ
な
い）

56
（

。
福
建
で

は
商
民
が
銅
元
を
退
蔵
し
、
九
江
で
は
郷
村
一
帯
の
需
要
が
非
常
に
切

実
、
と
さ
れ
た
。
湖
北
で
は
、
釣
銭
不
足
を
口
実
に
銅
元
票
が
発
行
さ

れ
、
多
く
が
省
政
府
の
取
締
に
あ
っ
て
い
た
と
い
う
。
洛
陽
で
は
、

二
〇
〇
文
銅
元
が
農
村
に
退
蔵
さ
れ
、
跡
を
絶
っ
た
。
農
村
部
で
も
便

利
さ
か
ら
新
一
分
銅
貨
が
選
好
さ
れ
た
。
そ
の
洛
陽
も
一
分
貨
に
釣
銭

を
た
よ
っ
た
と
い
う）

57
（

。
市
場
は
旧
正
月
で
小
額
補
助
貨
を
も
と
め
て
い

る
、
財
政
部
は
調
節
せ
よ
。
各
地
の
商
会
は
こ
の
よ
う
な
通
電
を
発
し

た
。
造
幣
廠
長
の
陳
行
は
、
一
九
三
七
年
一
月
、
昼
夜
を
問
わ
ず
休
日

返
上
で
一
分
銅
貨
を
鋳
造
す
る
よ
う
命
じ
る
。
中
央
造
幣
廠
の
生
産
規

模
は
日
産
一
六
〇
万
枚
に
た
っ
し
た
。
中
央
銀
行
は
、
煙
兌
業
同
業
公

会
に
両
替
を
代
理
委
託
し
て
利
便
の
向
上
を
図
っ
た）

58
（

。
鄭
州
で
は
、

一
九
三
七
年
初
ま
で
に
三
〇
〇
〇
万
枚
の
一
分
銅
貨
が
発
行
さ
れ
た

が
、
旧
正
月
を
ひ
か
え
て
、
さ
ら
に
一
五
〇
万
枚
が
投
下
さ
れ
た
。
旧

正
月
を
こ
え
る
と
、
さ
し
も
の
銭
荒
も
緩
和
に
む
か
う
。
河
南
の
焦
作

で
は
携
帯
に
不
便
な
た
め
銅
元
を
法
幣
に
換
え
る
動
き
が
お
き
、
江
西

の
吉
安
で
も
、
計
算
の
便
か
ら
銅
元
票
が
減
少
、
商
人
が
蓄
え
た
銅
元

を
法
幣
に
交
換
す
る
動
き
が
お
き
は
じ
め
た）

59
（

。
四
月
に
は
、
一
分
銅
貨

の
鋳
造
は
月
産
四
八
二
〇
万
枚
に
た
っ
し
た
。「
旧
暦
新
年
以
来
…
…

新
旧
銅
輔
幣
漸
漸
充
裕）

60
（

」
と
は
、
ま
ん
ざ
ら
虚
言
で
も
あ
る
ま
い
。

輔
幣
券
の
発
行
量
を
整
理
し
た
の
で
、
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い）

61
（

。
従

来
の
研
究
で
は
、
法
幣
に
よ
る
発
券
統
一
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
地
方

の
省
市
銀
行
の
発
券
を
閑
却
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
剿
共
戦
と
か

か
わ
る
、
江
西
裕
民
銀
行
、
福
建
省
銀
行
、
湖
南
省
銀
行
、
そ
し
て
豫

鄂
皖
贛
四
省
農
民
（
後
の
中
国
農
民
）
銀
行
と
共
同
発
券
し
た
湖
北
省

銀
行
は
、
輔
幣
券
を
大
量
発
行
し
て
い
る
。
他
方
、
山
西
省
銀
行
・
陝

西
省
銀
行
や
綏
遠
官
銭
局
な
ど
は
、
発
行
兌
換
券
で
立
項
さ
れ
、
輔
幣

券
の
項
目
が
な
い
。
浙
江
地
方
銀
行
な
ど
を
除
け
ば
、
幣
制
改
革
前
か
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ら
兌
換
券
を
発
行
し
た
、
地
方
政
権
下
に
あ
る
銀
行
群
で
あ
る
。
兌
換

券
枠
で
の
兌
換
券
・
輔
幣
券
・
銅
元
票
の
流
通
は
引
き
続
き
認
め
て

も
、
輔
幣
券
の
枠
で
は
認
め
て
い
な
い
、
と
い
う
所
か
。
な
お
、
湖
北

省
銀
行
は
発
行
内
訳
が
わ
か
る
。
一
九
三
五
年
六
月
、
輔
幣
総
額
は

三
八
二
万
九
六
〇
〇
元
、
枚
数
は
一
角
券
が
47
％
で
九
四
五
万
枚
を
占

め
た
が
、
一
二
月
に
は
30
％
を
割
り
こ
む
。
か
わ
り
に
二
角
券
が
48
％

に
急
増
し
た
が
徐
々
に
減
り
、
三
六
年
末
は
五
角
券
が
25
％
を
こ
え

る
。
五
角
券
の
増
発
は
、
市
場
の
要
請
で
は
な
く
、
意
識
的
な
も
の
で

あ
ろ
う
。
西
安
や
泉
州
で
は
、
一
角
券
需
要
の
高
さ
が
報
告
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
済
南
の
輔
幣
券
は
、
全
紙
幣
流
通

四
五
四
〇
万
元
中
、
民
生
銀
行
と
平
市
官
銭
局
で
一
〇
二
〇
万
元
を
数

え
、
省
市
銀
行
な
ど
の
輔
幣
だ
け
で
20
％
を
こ
え
て
い
た）

62
（

、
と
い
う
。

市
中
の
小
額
貨
幣
需
要
は
、
相
当
分
、
輔
幣
券
で
満
た
さ
れ
た
と
考
え

て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

こ
う
し
て
、
国
民
政
府
下
の
中
国
で
は
、
三
階
建
の
通
貨
供
給
体
制

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
①
政
府
系
四
行
の
法
幣
、
②
四
行
と
地
方

の
省
市
銀
行
の
発
行
す
る
輔
幣
券
、
③
造
幣
廠
が
鋳
造
し
て
中
央
銀
行

が
発
行
す
る
新
一
分
銅
貨
、
で
あ
る
。
銅
元
は
供
給
が
な
い
。
結
果
、

①
②
③
と
銅
元
の
あ
い
だ
に
は
相
場
が
建
つ
。
銅
元
過
剰
な
常
州
で
は

中
国
と
交
通
の
両
銀
行
は
1
週
間
で
一
万
元
を
買
い
あ
げ
、
銀
角
絶
跡

 
 

 4540000   8618622 
 3420600  615319 

 321866  5000000 
 11752000  5584116 

 11527936  1136560 
 2480000  5368800 
 1649300   35245 

 1000000  12901 
   4840000 

 6300000 

［出所］　『民国二十六年全国銀行年鑑』「省市立銀行」「農工銀行」「其他金融機関」より作成
［注］　　中国農工、農商、中国墾業、北洋保商、広東、広西、辺業、中南の発行兌換券は行
論上省略し、輔幣券発行銀行の領用券・発行兌換券は法幣にあたるので省略している

表 1　1936 年 12 月末における地方にある省・市銀行の発券高（単位　万元）
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の
寧
波
に
は
ニ
ッ
ケ
ル
貨
を
移
送
し
た）

63
（

。
江
蘇
省
農
民
銀
行
は
、
新
麦

の
上
市
に
そ
な
え
、
六
〇
万
元
も
の
輔
幣
券
を
江
北
の
各
支
店
に
移
転

さ
せ
、
中
央
銀
行
は
新
一
分
貨
を
本
店
か
ら
徐
州
に
運
ん
だ）

64
（

。
安
慶
で

も
紅
茶
需
要
の
高
ま
り
の
た
め
、
一
分
貨
六
〇
万
枚
、
一
〇
分
ニ
ッ
ケ

ル
貨
一
〇
万
枚
を
投
下
し
た
。
福
建
で
は
、
茶
業
勃
興
に
と
も
な
い
、

茶
荘
の
賃
金
払
の
た
め
銅
元
が
欠
乏
、
建
甌
で
は
半
分
貨
二
〇
万
枚
と

一
分
貨
一
四
万
枚
が
発
行
さ
れ
た）

65
（

。
な
る
ほ
ど
、「
法
幣
―
輔
幣
券
―

新
補
助
貨
幣
」
の
固
定
レ
ー
ト
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
直
接
、
通
貨

の
ス
ト
ッ
ク
を
操
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
上
海
中
央
造
幣
廠
の
生
産
能
力

は
月
産
五
〇
〇
〇
万
枚
、
年
六
億
枚
で
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
結

局
、
国
民
政
府
の
通
算
補
助
貨
幣
鋳
造
枚
数
は
、
二
〇
分
が

五
〇
二
五
万
枚
、
一
〇
分
が
七
一
九
八
万
枚
、
五
分
が
七
四
〇
四
万

枚
、
一
分
が
六
億
三
六
〇
八
万
枚
、
半
分
が
五
三
二
〇
万
枚
に
終
わ
っ

た
。
推
定
鋳
造
数
二
二
〇
億
枚
の
一
〇
文
銅
元
ど
こ
ろ
か
、
三
七
億
枚

の
二
〇
文
銅
元
に
も
お
よ
ば
な
い）

66
（

。
い
つ
に
な
れ
ば
新
補
助
貨
に
全
部

置
換
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
に
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
そ
の
投
入
先

で
あ
る
。
中
央
銀
行
は
、
旧
暦
年
末
に
連
日
、
上
海
煙
兌
業
公
会
に

五
十
五
箱
一
万
一
千
元
を
供
給
し
た
が
、
三
七
年
四
月
以
降
、
一
分
貨

需
要
が
高
ま
り
、
四
〇
箱
に
減
ら
し
た
と
い
う）

67
（

。
毎
月
、
造
幣
廠
は

二
五
日
間
稼
働
と
し
て
計
算
す
る
と
、
毎
月
二
七
五
〇
万
か
ら

二
〇
〇
〇
万
（
枚
）
に
減
る
。
そ
れ
で
も
一
分
貨
の
4
割
は
、
上
海
煙

兌
業
公
会
向
け
で
、
漢
口
や
鄭
州
の
一
〇
倍
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
る

ほ
ど
、
こ
れ
で
は
三
七
年
六
月
段
階
に
な
っ
て
も
、
南
鄭
に
は
新
一
分

貨
の
流
通
が
な
い
、
と
報
告
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る）

68
（

。
三
階
建
と
は
い
っ

て
も
、
一
分
貨
の
流
通
は
せ
い
ぜ
い
大
都
市
に
か
ぎ
ら
れ
、
農
村
は
銅

元
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
地
方
は
た
ま
ら
な
い
。
ど
う
り
で
、
漢
口
の

商
会
と
銭
業
公
会
は
、
武
昌
造
幣
廠
の
再
稼
働
を
財
政
部
に
要
求
し
た

は
ず
で
あ
る
。

な
に
よ
り
、
銅
元
が
農
村
部
に
「
退
蔵
」「
収
蔵
」
と
報
告
さ
れ
た

と
は
い
え
、
実
際
に
銅
元
は
、
農
村
一
帯
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
三
六
年
後
半
、
湖
北
・
湖
南
の
銅
元
の
「
絶
跡
」
は
前
ぶ
れ
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
九
月
の
邯
鄲
の
「
異
常
缺
乏
」。
三
七
年
二
月
の
建
甌

に
お
け
る
「
異
常
缺
乏
」。
六
月
の
徐
州
の
二
〇
文
銅
元
「
絶
跡
」。
江

北
各
県
の
「
暴
漲
」「
缺
乏
」
…
…
銭
不
足
は
ど
ん
ど
ん
延
焼
し
て
い

く）
69
（

。
二
〇
文
銅
元
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
一
〇
文
銅
元
ブ
ロ
ッ
ク
へ
、
絶
跡
現

象
が
広
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
が
面
白
い
。
銅
価
と
比
較
し
て
、
銅

元
レ
ー
ト
の
安
い
地
域
か
ら
、
銅
元
の
退
蔵
と
流
出
が
は
じ
ま
っ
た
、

の
で
あ
ろ
う
。
世
界
的
な
景
気
回
復
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
三
七
年
に

か
け
て
銅
価
を
急
騰
さ
せ
て
い
っ
た
。
ふ
た
た
び
図
4
を
み
て
ほ
し
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い
。
銅
元
の
含
有
銅
価
値
は
、
銅
元
相
場
の
倍
ち
か
い
。
銅
元
は
海
外

に
盛
ん
に
密
輸
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
財
政
部
は
、
一
九
三
六
年

上
半
期
に
は
、
中
央
銀
行
と
各
海
関
に
銅
輸
出
の
厳
禁
を
通
達
し
て
い

た
。
だ
が
、
銀
銭
比
価
は
一
元
＝
三
〇
〇
枚
だ
が
、
輸
出
す
れ
ば
倍
の

利
益
に
な
る
の
で
、
奸
商
と
浪
人
に
よ
っ
て
密
輸
さ
れ
て
い
る
、
と
厦

門
で
は
い
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
か
山
東
で
は
、
済
南
を
ひ
と
た
び
出
る

と
、
釣
銭
の
授
受
は
困
難
、
と
さ
れ
た
。
中
央
銀
行
と
民
生
銀
行
は
、

輔
幣
券
を
投
下
し
た
も
の
の
、
毎
元
、
二
〜
三
分
の
プ
レ
ミ
ア
が
つ
い

た
、
と
い
う）

70
（

。
国
民
政
府
は
、
し
ば
し
ば
輔
幣
券
で
さ
え
、
法
幣
と

一
〇
進
法
で
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、

日
中
戦
争
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

﹇
Ⅵ
﹈　

お
わ
り
に

以
上
、
国
民
政
府
が
幣
制
改
革
以
降
、
小
額
貨
幣
を
ど
の
よ
う
に
供

給
・
管
理
し
よ
う
と
し
た
の
か
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
で
あ
き
ら
か
に

し
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

旧
来
、
国
民
政
府
の
通
貨
改
革
は
、
貨
幣
発
行
権
の
掌
握
と
統
一
と

い
う
点
で
、
非
常
に
高
い
評
価
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
国
民
政
府
は
、
本

位
貨
幣
と
同
様
、
国
際
的
銅
価
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
小
額
貨
幣

に
対
し
て
も
、
管
理
と
統
制
を
図
っ
て
い
く
。
だ
が
、
国
民
政
府
の
貨

幣
発
行
権
の
掌
握
へ
の
強
い
意
思
こ
そ
、
小
額
貨
幣
に
お
い
て
は
、
い

さ
さ
か
障
害
に
な
っ
た
側
面
は
否
め
な
い
。
一
九
三
五
年
一
一
月
に
断

行
さ
れ
た
幣
制
改
革
は
、
外
国
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
を
と
も
な
っ

た
た
め
、
物
価
上
昇
を
ま
ね
い
た
。
お
ま
け
に
国
民
党
政
権
の
財
政
金

融
政
策
は
信
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
銅
元
相
場
は
大
幅
に
高
騰
し
た

の
で
あ
る
。
国
民
政
府
は
、
四
行
の
輔
幣
券
増
発
と
中
央
造
幣
廠
の
新

補
助
貨
幣
の
大
量
鋳
造
で
対
応
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
貨
幣
を
市
場
が

も
と
め
て
い
る
か
さ
え
暗
中
模
索
で
あ
る
以
上
、
迷
走
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
国
民
政
府
は
、
地
方
政
権
に
警
戒
心
を
い
だ
き
、
発
行
権
掌
握
と

統
一
に
こ
だ
わ
っ
た
。
国
民
政
府
の
関
与
し
な
い
既
発
紙
幣
に
は
、
回

収
ま
で
の
猶
予
期
間
を
与
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
増
発
な
ど
あ
り
え

な
い
。「
一
国
一
通
貨
」
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
で
あ
る
。
私
製

通
貨
の
取
締
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
。

だ
が
国
民
政
府
は
、
一
九
三
六
年
末
の
空
前
の
補
助
貨
幣
需
要
を
前
に

し
て
、
地
方
に
あ
る
省
・
市
銀
行
の
輔
幣
券
増
発
の
要
請
に
次
々
と
許
可

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
中
央
造
幣
廠
は
、
一
分
銅
貨
の
鋳
造
に
特
化
し

て
、
毎
月
四
〇
〇
〇
万
枚
以
上
の
鋳
造
を
お
こ
な
っ
た
。
法
幣
・
輔
幣
券

の
四
行
（
中
央
・
中
国
・
交
通
・
中
国
農
民
）
と
、
一
分
銅
貨
を
鋳
造
す

る
中
央
造
幣
廠
。
こ
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
な
形
で
、
五
角
〜
一
角
の
輔
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幣
券
の
弾
力
的
供
給
を
担
う
も
の
と
し
て
、
地
方
政
権
下
に
あ
る
省
・
市

銀
行
に
も
活
動
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
一
九
三
七
年
以
降
、

中
国
の
通
貨
流
通
は
、
四
行
を
頂
点
と
し
た
「
法
幣
―
輔
幣
券
―
新
補

助
貨
幣
」
の
三
階
建
て
の
重
層
構
造
に
向
け
て
再
編
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
三
者
の
固
定
レ
ー
ト
を
維
持
す
る
た
め
、
四
行
や
地
方
に

あ
る
省
・
市
銀
行
は
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
を
操
作
し
た
。
銅
元
は
別
枠
に
お
か

れ
、
い
ず
れ
は
回
収
・
溶
解
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
確
立
さ
れ
た
か
に
み
え
た
小
額
貨
幣
の
供
給
シ
ス
テ
ム
で

失
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
世
界
経
済
の
影
響
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六

年
以
降
、
国
際
銅
価
格
は
上
昇
す
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
外
に

お
か
れ
た
銅
元
は
、
密
輸
と
溶
解
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か

に
、
一
九
三
五
年
一
一
月
の
幣
制
改
革
と
管
理
通
貨
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
、
中
国
経
済
は
「
銀
の
足
か
せ
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
別
枠
に
お
か
れ
た
銅
元
を
通
し
て
、
国
民
政
府
は

「
銅
の
足
か
せ
」
に
お
か
れ
、
中
央
造
幣
廠
は
、
昼
夜
を
と
わ
な
い
、

一
分
貨
の
鋳
造
を
強
い
ら
れ
た
。
一
分
銅
貨
を
ど
れ
ほ
ど
鋳
造
し
て

も
、
銅
元
が
ど
ん
ど
ん
退
蔵
・
密
輸
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
、

国
定
的
な
貨
幣
制
度
の
時
代
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ
て
も）

71
（

、
鼻
白
む
ほ

か
は
あ
る
ま
い
。
銅
元
の
回
収
と
溶
解
は
、
国
民
政
府
の
力
で
は
な

く
、
日
中
戦
争
に
お
け
る
紙
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
た
さ

れ
た
。
法
幣
と
小
額
貨
幣
の
分
裂
が
、
法
幣
そ
の
も
の
の
小
額
貨
幣
化

に
よ
っ
て
暴
力
的
に
解
消
さ
れ
た
時
、
法
幣
の
全
面
的
受
領
拒
否
を
招

い
て
、
国
民
政
府
は
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
（
1
）
幣
制
改
革
や
金
融
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
久
保
亨
「
通
貨
金
融
史
」

『
中
国
経
済
史
研
究
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
一
〜

六
頁
に
詳
し
い

（
2
）
政
府
中
央
レ
ベ
ル
以
外
の
幣
制
改
革
に
ふ
れ
た
研
究
に
は
、
西
村
成
雄

「
張
学
良
政
権
下
の
幣
制
改
革
」『
東
洋
史
研
究
』
五
〇
巻
四
号
、

一
九
九
二
年
。
姜
抮
亜
『1930

年
代
広
東
省
の
財
政
政
策　

―
中
央
・

地
方
・
商
人
の
三
者
関
係
を
中
心
に
―
』
東
京
大
学
博
士
学
位
論
文
、

二
〇
〇
〇
年
、
岡
崎
清
宜
「
国
民
政
府
の
四
川
『
中
央
化
』
と
四
川
幣
制

改
革
―
―
重
慶
金
融
市
場
を
中
心
に
」『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』

四
一
号
、
二
〇
一
八
年
が
あ
る

（
3
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
楊
蔭
傅
編
『
経
済
常
識
』
経
済
書
局
、

一
九
三
六
年
、
二
九
〇
〜
三
〇
九
頁

（
4
）
宮
下
忠
雄
『
近
代
中
国
銀
両
制
度
の
研
究
』
有
明
書
房
、一
九
九
〇
年
、

二
八
七
〜
九
頁
。
岩
武
照
彦
『
近
代
中
国
通
貨
統
一
史　

上
』
み
す
ず
書

房
、
一
九
九
〇
年
、
一
四
四
〜
七
頁

（
5
）
中
国
銀
行
経
済
研
究
室
編
『
民
国
廿
五
年　

全
国
銀
行
年
鑑
』、

一
九
三
六
年
、A

四
九
〜
五
一
頁
。
伍
徳
華
『
中
国
当
十
銅
元
』（
原
著

はA
.M
.T
racey W

oodw
ard "T

he M
inted T

en Cash of Coins"

で

一
九
二
五
年
〜
三
五
年
雑
誌
発
表
、
一
九
四
二
年
刊
行
）
上
海
人
民
出
版
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社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〜
三
頁

（
6
）
劉
朗
泉
「
従
法
律
上
看
幣
制
新
令
」『
大
公
報
』
一
九
三
五
年
一
一
月

一
一
日
（
同
『
抗
戦
前
十
年
貨
幣
史
資
料
（
3
）
―
法
幣
政
策
』
国
史
館
、

一
九
八
七
年
、
二
七
三
〜
五
頁
所
収
）

（
7
）
こ
の
段
落
全
体
は
、N

ational Governm
ent of the Republic of 

China Com
m
ission of Financial Experts, "Project of Law

 for 
the Gradual Introduction of a Gold-standard Currency System

 
in China, T

ogether w
ith a Report in Support T

hereof " , 1929, 
pp.158-64.

に
基
づ
い
て
い
る

（
8
）「
財
政
部
武
昌
造
幣
廠
歴
年
鋳
造
銀
元
銅
元
銀
輔
幣
曁
銷
燬
旧
幣
数
目

表
」（『
財
政
部
銭
幣
司
章
制
匯
編
』、
一
九
三
七
年
）

（
9
）
成
都
造
幣
廠
は
一
九
一
三
〜
二
八
年
の
間
に
二
〇
〇
文
銅
元
を

七
億
四
六
九
二
万
三
三
五
三
枚
、一
〇
〇
文
銅
元
を
四
億
四
二
九
万
五
二
六
〇

枚
、
五
〇
文
を
三
億
七
三
六
四
万
枚
、
一
〇
文
を
七
億
四
九
五
一
万
枚
強
、

四
川
銀
元
を
七
二
七
〇
万
枚
弱
鋳
造
し
て
い
る
（「
成
都
造
幣
廠
鋳
造
銀
銅

幣
概
略
」『
四
川
月
報
』
一
〇
巻
一
期
、
一
九
三
七
年
）

（
10
）『
獲
嘉
県
志
』
巻
九
、
風
俗
、
生
活
、
民
国
二
三
年
鉛
印
本
、『
重
修
鎮

源
県
志
』
巻
七
、
財
賦
志
、
貨
幣
、
民
国
二
四
年
鉛
印
本
。（
戴
按
鋼
等

編
『
中
国
地
方
志
経
済
資
料
匯
編
』
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、一
九
九
九
年
、

一
〇
六
六
、一
〇
七
二
頁
）
な
お
、
洛
陽
や
開
封
で
は
、
銭
相
場
は

二
〇
〇
文
銅
貨
建
で
あ
っ
た
（「
各
地
利
息
及
兌
換
行
市
表
」『
中
央
銀
行

月
報
』）

（
11
）
銀
元
1
枚
に
含
ま
れ
る
銀
含
有
量
は
、
銅
元
に
含
ま
れ
る
銅
含
有
量
を

何
倍
し
た
も
の
と
価
値
が
同
じ
か
を
、
ロ
ン
ド
ン
の
銀
・
銅
相
場
か
ら
計

算
し
て
、
現
実
の
価
格
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る

（
12
）「
運
銅
出
口
従
厳
査
禁
」「
日
商
私
運
銅
幣
共
二
百
包
」『
益
世
報
』

一
九
三
一
年
二
月
七
日
、
二
四
日
。
な
お
、
国
際
的
な
銀
暴
落
に
と
も
な

い
、
中
国
に
大
量
の
銀
が
流
入
し
て
、
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
物
価
が
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
城
山
智
子
『
大
恐
慌
下
の
中
国　

市

場
・
国
家
・
世
界
経
済
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
四
六
〜

五
〇
、一
二
四
〜
六
頁
に
詳
し
い

（
13
）「
天
津
市
況
蕭
索
之
一
般
」『
紡
織
周
刊
』
二
巻
四
七
号
、
一
九
三
二
年

（
14
）
一
九
三
四
年
六
月
に
銀
1
元
＝
三
三
二
．
五
枚
を
つ
け
た
。
な
お
、
銅

元
の
最
低
価
格
は
、
三
五
年
八
月
の
銀
1
元
＝
三
四
五
．
五
枚
で
あ
る
。

本
来
な
ら
1
元
＝
一
〇
〇
枚
で
あ
る

（
15
）「
中
央
造
幣
廠
会
計
処
抄
送
最
近
四
年
鋳
幣
情
形
函
」「
中
央
造
幣
廠
会

計
処
擬
送
該
歴
年
鋳
幣
概
况
函
」
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
編
『
中
華
民
国

档
案
資
料
匯
編
』
第
5
輯
1
編
財
政
経
済
（
4
）、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
四
年
、
一
一
二
頁
、
一
二
四
頁

（
16
）
以
下
銅
元
レ
ー
ト
や
相
関
係
数
は
「
各
地
利
息
及
兌
換
行
市
表
」『
中

央
銀
行
月
報
』
に
基
づ
き
計
算

（
17
）「
各
地
金
融
市
况　

寧
波
」『
中
央
銀
行
月
報
』
三
巻
五
号
、
一
九
三
四

年

（
18
）
一
九
三
二
年
七
月
の
満
州
国
の
幣
制
改
革
以
降
、
一
分
青
銅
貨
に
よ
る

統
一
が
目
ざ
さ
れ
た
が
、
推
定
流
通
銅
元
四
八
万
元
の
う
ち
、
二
六
万
元

し
か
回
収
で
き
な
か
っ
た
（
岩
武
照
彦
『
近
代
中
国
通
貨
統
一
史　

上
』

み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
六
〜
七
頁
）。「
各
地
金
融
市
况　

天

津
」「
各
地
金
融
市
况　

北
京
」『
中
央
銀
行
月
報
』
三
巻
六
号
、

一
九
三
四
年
。「
寧
陽
」「
銅
元
充
斥
価
格
下
落
」『
大
公
報
』
一
九
三
三

年
四
月
三
〇
日
、
一
〇
月
一
八
日

（
19
）
た
と
え
ば
「
銅
元
跌
落
中
電
車
将
加
価
」『
益
世
報
』
一
九
三
三
年
四

月
三
〇
日
な
ど
。
戴
按
鋼
等
編
『
中
国
地
方
志
経
済
資
料
匯
編
』
漢
語
大

詞
典
出
版
社
、1999

年
、1048

〜55

、1065

、1068

頁

（
20
）
余
定
義
「
最
近
三
年
之
交
通
建
設
（
上
）」『
中
行
月
刊
』
一
二
巻
一
・

二
期
、
一
九
三
六
年
、
六
八

－

九
頁
。「
招
商
局
進
行
水
陸
聯
運
」『
工
商

半
月
刊
』
五
巻
二
三
号
、
一
九
三
三
年
、
八
五
〜
六
頁
。
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（
21
）
斉
藤
叫
「
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
展
開
と
中
国
」
野
沢
豊
前
掲
書
、

一
九
八
一
年
、
一
三
六
〜
四
五
頁

（
22
）「
上
海
中
外
各
銀
行
銀
存
統
計
表
」『
社
会
経
済
月
報
』
各
巻
号
参
照

（
23
）「
防
止
運
銀
出
口
国
内
運
銀
須
憑
護
照
」『
申
報
』
一
九
三
四
年
一
一
月

二
四
日
。「
国
際
匯
兌
新
標
準
中
央
銀
行
正
式
掛
牌
」「
外
匯
平
市
会
成
立
」

『
銀
行
週
報
』
一
八
巻
三
六
号
、
四
一
号
、
一
九
三
四
年

（
24
）「
銭
業
奉
諭
通
告
規
定
輔
幣
価
格
」「
商
業
新
聞
」『
申
報
』
一
九
三
五

年
一
一
月
五
日

（
25
）
中
国
人
民
銀
行
総
行
編
『
中
華
民
国
貨
幣
史
資
料　

第
二
輯
』
上
海
人

民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
八
五
頁

（
26
）「
商
業
新
聞
」「
商
業
新
聞
」「
市
面
謡
伝
多
属
不
確
」『
申
報
』

一
九
三
五
年
一
〇
月
二
日
、
同
一
一
月
一
日
、
同
一
一
月
二
日
。「
各
地

金
融
市
況　

上
海
」『
中
央
銀
行
月
報
』
四
巻
一
一
号
、
一
九
三
五
年

（
27
）「
商
業
新
聞
」「
銀
洋
兌
価
又
跌
」『
申
報
』
一
九
三
五
年
一
〇
月
二
日
、

一
一
月
四
日
、「
銅
元
価
漲
影
響
重
大
」「
社
評　

安
定
市
場
与
整
飭
官
紀
」

『
大
公
報
』
一
九
三
五
年
一
〇
月
二
九
日
、
一
一
月
四
日　

（
28
）
こ
の
幣
制
改
革
理
解
や
物
価
の
上
昇
は
、「
経
済
博
士
程
紹
徳
対
改
革

幣
制
法
案
意
見
」『
申
報
』
一
九
三
五
年
一
一
月
七
日
や
「
銅
元
与
物
価

昨
同
時
飛
漲
」『
大
公
報
』
同
日
な
ど

（
29
）「
談
言　

規
定
本
市
輔
幣
価
格
」『
申
報
』
一
九
三
五
年
一
一
月
八
日

（
30
）「
市
商
会
曁
各
業
公
会　

聯
電
表
示
擁
護
法
幣
」
同
前
一
九
三
五
年

一
一
月
六
日

（
31
）「
各
地
一
致
実
行
新
貨
幣
制
」「
済
南
物
価
飛
漲
」「
市
中
現
洋
銀
角
絶

跡
」
同
前
一
九
三
五
年
一
一
月
七
日
、
同
一
五
日
、
同
一
二
月
一
日

（
32
）「
各
地
金
融
市
况　

長
沙
」「
同　

漢
口
」『
中
央
銀
行
月
報
』
四
巻
六

号
、
一
九
三
五
年
、
同
五
巻
一
・
二
期
、
一
九
三
六
年
。「
実
行
法
幣
後
武

漢
市
面
情
形
」『
申
報
』
一
九
三
五
年
一
一
月
八
日

（
33
）「
各
地
金
融
市
况　

鄭
州
」『
中
央
銀
行
月
報
』
四
巻
六
号
、
一
九
三
五
年

（
34
）「
省
府
令
各
県
厳
禁
銅
元
入
境
」『
益
世
報
』
一
九
三
三
年
七
月
一
二
日
。

「
各
地
行
使
法
幣
情
形
」「
天
津
貨
幣
改
制
後
銅
元
一
度
暴
張
」『
申
報
』

一
九
三
五
年
一
一
月
八
日
、
同
一
四
日

（
35
）「
浙
省
限
制
旅
客
携
帯
銀
角
銅
元
」「
平
津
金
融
維
持
会
確
定
銅
元
兌
価
」

同
前
一
二
月
一
二
日
、
一
九
三
六
年
一
月
九
日
、「
保
定
雑
訊
」「
迅
速
発

行
銅
元
票
為
当
前
之
要
図
」『
大
公
報
』
一
九
三
五
年
一
一
月
八
日
、

一
七
日
。「
各
地
金
融
市
况　

青
島
」『
中
央
銀
行
月
報
』
五
巻
一
・
二
期
、

一
九
三
六
年

（
36
）「
杭
商
会
銀
銭
業
各
開
聯
席
会
議
」「
銅
元
暴
跌
揺
動
市
面
」「
三
行
収

換
雑
幣
」『
申
報
』
一
九
三
五
年
一
一
月
六
日
、
七
日
、
一
一
日
、「
皖
省

府
穏
定
安
慶
市
面
金
融
」「
膠
東
物
価
飛
漲
」
同
前
一
一
月
一
八
日
。「
幣

制
改
革
中
外
皆
利　

日
使
詢
真
相
我
已
与
説
明
」『
大
公
報
』
一
九
三
五

年
一
一
月
七
日

（
37
）「
迅
速
発
行
銅
元
票　

為
当
前
之
要
図
」『
大
公
報
』
一
九
三
五
年
十
一

月
十
五
日
。「
皖
遵
行
法
幣
後
設
省
地
方
銀
行
」『
申
報
』
一
九
三
五
年

一
一
月
八
日

（
38
）「
立
法
院
財
委
会
審
査
輔
幣
條
例
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
一
月
一
〇
日
。

「
国
民
政
府
公
布
之
輔
幣
條
例
（1936

年
1
月
11
日
）」
前
掲
『
中
華
民

国
档
案
資
料
匯
編
』、
二
八
三
〜
二
八
四
頁

（
39
）「
社
論　

新
輔
幣
推
行
期
中
之
応
有
的
注
意
」『
新
蜀
報
』
一
九
三
六
年

二
月
一
七
日

（
40
）「
中
央
造
幣
廠
奉
令
開
鋳
輔
幣
」『
銀
行
週
報
』
一
九
巻
五
〇
期
、

一
九
三
五
年

（
41
）「
新
輔
幣
定
期
流
通
市
面
」『
四
川
経
済
月
刊
』
五
巻
二
・
三
期
、

一
九
三
六
年
。
耿
愛
徳
「
金
融
雑
記
」『
社
会
経
済
月
報
』
三
巻
五
期
、

一
九
三
六
年
。
上
野
有
造
「
漢
口
に
於
け
る
貨
幣
金
融
事
情
」『
東
亜
調

査
報
告
書　

昭
和
15
年
度
』
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
学
、
一
九
四
一
年
、

二
二
八
頁
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（
42
）「
銅
元
価
格
低
下
兌
価
逾
法
定
枚
数
」「
常
州
輔
幣
擁
擠
謀
補
救
」『
申

報
』
一
九
三
六
年
二
月
二
八
日
、
七
月
二
二
日
。
耿
愛
徳
「
金
融
雑
記
」

『
社
会
経
済
月
報
』
三
巻
六
期
、
一
九
三
六
年
、
五
九
頁

（
43
）「
中
国
農
民
銀
行
発
行
輔
幣
券
一
万
万
元
」『
四
川
月
報
』
八
巻
四
期
、

一
九
三
六
年

（
44
）「
湘
省
発
銅
元
票
」「
徐
官
銭
局
輔
幣
券
路
局
准
予
収
用
」「
蘇
商
聯
会

呈
請
通
行
角
票
不
准
」「
財
部
禁
止
湘
省
発
銀
行
券
」『
申
報
』
一
九
三
五

年
一
二
月
一
四
日
、
三
六
年
四
月
四
日
、
同
五
日
、
五
月
一
日
。「
財
部

無
印
発
銅
元
券
意
」「
魯
救
済
通
貨
缺
乏
」『
大
公
報
』
一
九
三
五
年
一
二

月
一
八
、二
九
日

（
45
）「
深
県
輔
幣
缺
乏
」「
青
県
発
銅
元
票
」「
晋
県
取
締
私
票
」「
曲
周
禁
発

土
票
」『
大
公
報
』
一
九
三
六
年
一
月
四
日
、
同
三
〇
日
、
二
月
八
日
、

三
月
二
日
。「
冀
省
行
今
発
行
銅
元
票
」「
冀
省
発
銅
元
票
財
部
実
施
取
締
」

『
申
報
』
一
九
三
五
年
一
二
月
五
日
、
三
六
年
四
月
二
二
日
、
同
五
月

一
六
日
、

（
46
）「
金
融
日
誌
」『
銀
行
週
報
』
二
〇
巻
三
一
号
、
耿
愛
徳
「
金
融
雑
記
」

『
社
会
経
済
月
報
』
三
巻
五
期
、
一
九
三
六
年
、「
中
央
造
幣
廠　

接
収
整

理
各
造
幣
局
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
八
月
九
日

（
47
）「
造
幣
廠
長
更
調
」『
益
世
報
』
一
九
三
六
年
九
月
一
七
日
。「
財
部
令

籌
備
両
造
幣
分
廠
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
九
日
「
蒋
介
石
堅
持

必
須
由
政
府
発
行
電
（1937

年
2
月
7
日
）」
前
掲
『
中
華
民
国
档
案
資

料
匯
編
』、
三
〇
三
頁

（
48
）「
各
地
金
融
市
况　

漢
口
」『
中
央
銀
行
月
報
』
五
巻
四
号
〜
七
号
、

一
九
三
六
年

（
49
）「
本
省
新
輔
幣
発
行
数
額
」『
第
一
回
湖
北
省
年
鑑
』
湖
北
省
政
府
秘
書

処
、
一
九
三
七
年
、
二
一
頁

（
50
）「
四
大
銀
行
発
行
新
輔
幣
券
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
七
月
三
日

（
51
）「
各
地
金
融
市
况　

南
城
」「
同　

吉
安
」『
中
央
銀
行
月
報
』
五
巻
七

号
、
同
一
〇
号
、「
金
融
日
誌
」『
銀
行
週
報
』
二
〇
巻
四
〇
号
、

一
九
三
六
年

（
52
）「
金
融
日
誌
」『
銀
行
週
報
』
二
〇
巻
三
〇
号
、
三
七
号
、
三
八
号
、

四
一
号
、「
各
地
金
融
市
况　

漢
口
」『
中
央
銀
行
月
報
』
五
巻
八
号
、
同

一
二
号
、
同
六
巻
一
〜
四
号
、
一
九
三
六
〜
三
七
年

（
53
）
耿
愛
徳
「
金
融
雑
記
」『
社
会
経
済
月
報
』
四
巻
二
期
、
一
九
三
七
年
。

『
湖
北
省
年
鑑
』、
二
一
頁

（
54
）「
金
融
日
誌
」『
銀
行
週
報
』
二
〇
巻
三
三
号
、
一
九
三
六
年
。『
全
国

銀
行
年
鑑
』
中
国
銀
行
経
済
研
究
室
、
一
九
三
七
年
、
Ｗ
四
四
頁
。「
財

部
批
准
皖
発
輔
幣
券
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
一
九
日

（
55
）「
金
融
日
誌
」『
銀
行
週
報
』
二
〇
巻
四
二
号
、
一
九
三
六
年
。「
各
地

方
銀
行
准
発
行
輔
幣
」「
鎮
江
両
銀
行
整
頓
輔
幣
」「
浙
江
地
方
銀
行
発
行

新
輔
幣
券
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
一
一
月
一
〇
日
、
一
二
月
五
日
、

一
九
三
七
年
二
月
一
五
日

（
56
）「
各
地
金
融
市
况　

揚
州
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
三
号
、
一
九
三
七
年

（
57
）「
各
地
金
融
市
况　

九
江
」
同
前
五
巻
一
二
号
、
一
九
三
六
年
、「
同　

建
甌
」
同
前
六
巻
二
号
、「
同　

武
昌
」
同
前
六
巻
五
号
、「
同　

洛
陽
」

同
前
六
巻
二
〜
三
号
、
一
九
三
七
年

（
58
）「
中
央
造
幣
廠
日
夜
開
工
」「
造
幣
廠
加
工
趕
鋳
一
分
銅
輔
幣
」『
申
報
』

一
九
三
七
年
一
月
二
八
日
、
五
月
一
三
日
。「
南
京
電
」『
大
公
報
』

一
九
三
七
年
二
月
六
日

（
59
）「
各
地
金
融
市
况　

鄭
州
」「
同　

吉
安
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
三

号
、
同
六
巻
五
号
、
一
九
三
七
年
。「
焦
作
銅
元
兌
価
紊
乱
」『
大
公
報
』

一
九
三
七
年
三
月
三
日

（
60
）「
新
旧
銅
元
充
裕
」『
申
報
』
一
九
三
七
年
二
月
二
〇
日

（
61
）
輔
幣
券
の
項
に
入
れ
な
い
場
合
、
領
用
券
や
発
行
兌
換
券
に
法
幣
や
未

回
収
紙
幣
と
一
緒
す
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
貸
借
対
照
表
未
発
表
の
銀
行

（
河
北
省
、
富
滇
、
広
州
市
立
、
中
国
実
業
な
ど
）
も
あ
る
上
、
四
行
の
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輔
幣
券
発
行
量
は
立
項
が
な
い
。
ま
た
中
国
全
体
の
発
行
兌
換
券
は
、

三
六
年
一
二
月
、
一
六
億
九
八
九
七
万
元
強
と
さ
れ
て
い
る
（
沈
雷
春
編

『
中
国
金
融
年
鑑
』
中
国
金
融
年
鑑
社
、
一
九
三
九
年
、
Ｃ
四
一
頁
）

（
62
）『
湖
北
省
年
鑑
』、
二
六
頁
。「
各
地
金
融
市
况　

済
南
」「
同　

西
安
」

「
同　

泉
州
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
三
号
、
六
巻
五
号
、
六
巻
四
号
、

一
九
三
七
年

（
63
）「
常
州
両
銀
行
収
兌
銅
元
」『
申
報
』
一
九
三
六
年
一
一
月
四
日
。「
各

地
金
融
市
况　

寧
波
」『
中
央
銀
行
月
報
』
五
巻
一
二
号
、「
金
融
日
誌
」

『
銀
行
週
報
』
二
〇
巻
五
〇
号
、
一
九
三
六
年

（
64
）「
各
地
金
融
市
况　

鎮
江
」「
同　

徐
州
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
六

号
、
六
巻
四
号
、
一
九
三
七
年

（
65
）「
各
地
金
融
市
况　

安
慶
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
六
号
、
一
九
三
七
年

（
66
）「
中
央
造
幣
廠
会
計
処
擬
送
該
廠
歴
年
鋳
造
概
况
函
（1941

年
2
月
28

日
）」
前
掲
『
中
華
民
国
档
案
資
料
匯
編
』、
一
二
四
〜
七
頁
。
な
お
、

一
〇
文
銅
元
の
鋳
造
数
は
「
中
国
銅
質
輔
幣
之
概
論
」『
申
報
』

一
九
二
一
年
六
月
二
六
日
の
数
字
を
使
用

（
67
）
中
央
銀
行
、
除
通
知
煙
兌
業
限
制
兌
換
数
量
、
毎
日
減
為
四
十
箱
外
、

中
央
造
幣
廠
特
増
加
工
作
班
次
日
夜
開
工
鋳
造
、
俾
増
加
産
量
、
調
剤
市

面
（「
造
幣
廠
加
工
趕
鋳
一
分
銅
輔
幣
」『
申
報
』
一
九
三
七
年
五
月
一
四

日
）。
五
五
箱
一
万
一
千
元
だ
と
一
箱
130
㎏
に
な
る
。
注
（
60
）「
新
旧
銅

元
充
裕
」
参
照

（
68
）「
各
地
金
融
市
况　

南
鄭
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
七
号
、
一
九
三
七
年

（
69
）「
各
地
金
融
市
况　

建
甌
」「
同　

徐
州
」
同
前
六
巻
三
号
、
七
号
、

一
九
三
七
年
、「
邯
鄲
私
票
充
斥
」『
大
公
報
』
一
九
三
六
年
九
月
二
八
日
、

「
南
通
銅
元
缺
乏
籌
補
救
」『
申
報
』
一
九
三
七
年
六
月
一
〇
日

（
70
）「
財
部
令
各
海
関
禁
銅
類
出
口
」「
厳
禁
銅
鉄
出
口
」『
大
公
報
』

一
九
三
六
年
五
月
二
四
日
、
三
七
年
四
月
二
八
日
。「
津
市
禁
止
私
運
銅

元
」「
厦
門
大
批
銅
鉄
被
運
出
口
」『
申
報
』
一
九
三
七
年
三
月
一
四
日
、

五
月
一
九
日
。「
各
地
金
融
市
况　

済
南
」『
中
央
銀
行
月
報
』
六
巻
三
号
、

一
九
三
七
年

（
71
）
村
松
祐
次
『
中
国
経
済
の
社
会
態
制
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
九

年
、
一
八
二
〜
三
、一
九
三
頁

（
お
か
ざ
き　

き
よ
の
ぶ　

愛
知
県
立
大
学
客
員
共
同
研
究
員
）






